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午前１０時００分 開会   

 

◎開会・開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、令和２

年第３回美幌町議会臨時会を開会します。 

これから、本日の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、９番藤原公一さん、１０番

坂田美栄子さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 会期の

決定についてを議題とします。 

去る４月２３日、議会運営委員会を開き

ましたので、委員長から報告を求めます。 

１２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君）〔登壇〕 令和２

年第３回美幌町議会臨時会の開会に当た

り、去る４月２３日、議会運営委員会を開

催しましたので、その内容と結果について

報告いたします。 

本臨時会に付議された案件は、まず初め

に、町長から行政報告を受けます。 

その後、専決処分の承認７件、条例改正

２件、補正予算３件があります。 

以上の内容でありますので、本臨時会の

会期については、本日１日限りといたしま

す。 

議員各位は、先に質問した議員との重複

質疑を避け、簡潔な発言に努め、慎重なる

審議に協力をお願いするとともに、行政職

員の皆さんには、真摯な答弁と対応をお願

いし、議会運営委員会委員長としての報告

といたします。 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

ただいま、議会運営委員会委員長から報

告のあったとおり、本臨時会の会期を１日

間としたいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、会期は１日間と決定しまし

た。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましても、印

刷したものを配付しておりますので御了承

願います。 

また、本臨時会中、町広報及び議会広報

用のため写真撮影を行いますので御了承願

います。 

なお、報道機関の写真撮影及びパソコン

の使用を許可していますので、あわせて御

承知おき願います。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（大原 昇君） 日程第３ 行政報

告について。 

町長から行政報告があります。 

町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 本日、こ

こに令和２年第３回美幌町議会臨時会が開
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催されるに当たり、御出席を賜りました議

員各位に対しまして、心から感謝いたしま

すとともに、行政報告と提出案件の概要に

ついて御説明申し上げます。 

行政報告といたしましては、第１に御寄

附についてであります。 

新型コロナウイルス感染拡大に伴う経済

対策に役立てていただきたいと、去る３月

３０日、株式会社宮田建設様より３００万

円を、同じく４月２３日、株式会社ダイイ

チ様より３００万円の御寄附をそれぞれい

ただいたところであります。 

また、新型コロナウイルス感染予防に役

立ててほしいと、３月２７日、株式会社道

央環境センター美幌支店様より、アルコー

ル除菌剤１８リットル４缶を、３月３１日

と４月８日に、フジケンビルサービス株式

会社様より、速乾性手指消毒剤１リットル

ボトル４８本、手指消毒液３５０ミリリッ

トル６０本及びマスク８,０００枚を、４月

２３日、ダイイチグループ様より、マスク

２万枚の消毒資材及び感染予防資材につい

て御寄附をいただいたところであります。 

それぞれ御厚志をありがたくお受けし、

御趣旨に沿って活用してまいりたいと存じ

ます。 

第２に、新型コロナウイルス感染症対策

についてであります。 

現在、北海道内において、第２波とも言

える新型コロナウイルス感染拡大の危機を

迎えております。 

国においては、４月１６日に緊急事態宣

言の対象を全国へ拡大いたしましたが、そ

の中でも北海道については特定警戒都道府

県の指定がなされ、さらなる感染拡大防止

策を講じることが必要とされております。 

オホーツク管内においても感染者数が日

を追うごとに増加している中、美幌町民の

間にも大きな不安が広がっているものと受

けとめているところであります。 

また、感染症拡大の防止には、町民の皆

様一人一人の心がけ、予防がますます重要

になってきています。 

このため、本町におきましては、町民の

皆様が抱える不安を少しでも緩和すべく、

新型コロナウイルスに関しての正しい知

識、相談・受診の目安、健康相談等の問い

合わせ先をお知らせすることを初め、感染

拡大防止に向けて注意喚起を図るべく、手

洗い・咳エチケットなどの感染防止策の効

果的な方法などについて町のホームページ

や広報紙などで周知するとともに、併せて

チラシを作成の上、町内の全戸に対して、

３月４日、１７日、３０日の３回にわた

り、町長からのメッセージを付して配布し

たところであります。 

町民の皆様への情報発信につきまして

は、現在も４月より開始した地上デジタル

広報や町ホームページにおいて、直近の情

報をできる限り早く提供することに努めて

いるところであります。 

国民健康保険病院におきましては、感染

症に対する不安から病院を受診される方が

増えている状況にあったことから、３月１

６日より発熱外来を開設し、感染拡大を防

止するとともに、医療従事者の安全を確保

するため院内に専用の診察室を設けて、一

般外来患者との時間的・空間的分離を行う

などの対応をしているところであります。 

マスク不足などの衛生資材関係の対応に

つきましては、これまで資材不足の深刻化

に対応するため、３月５日に町内にある高

齢者等福祉施設などへ備蓄マスクの状況を

再度確認した上で、備蓄のめどが立つまで

の必要分として、要請のあった施設に対し

てマスクを町の備蓄品から提供しておりま

す。 

また、新型コロナウイルス感染症は、感

染したほとんどの方は比較的軽症のまま回

復していますが、高齢の方や呼吸器疾患等

の持病のある方は感染すると重症化する場

合もあることから、町で備蓄する限られた

数でありますが、町内の基礎疾患をお持ち

の方２３０名、７５歳以上の独り暮らしの
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方１,００６名、合わせて１,２３６名に対

し、お一人３枚ずつのマスクを封書にて郵

送したところであります。 

公共施設の利用や町主催のイベントの実

施につきましては、これまで感染防止の観

点から、北海道独自の緊急事態宣言期間を

含め、３月中の閉鎖や中止を基本とする

中、利用者の利便性を考慮し、集団感染例

が多く見受けられる運動施設や高齢者が集

まる施設、屋内の遊具等の多い子供施設な

ど一部の施設を除いて再開するなどの対応

をしてきたところであります。 

４月１日からは、集団感染リスクを回避

する３密、密閉・密集・密接の徹底や、利

用者への感染防止策などについて、公共施

設の再開ガイドラインを策定の上、一部の

施設を除き、通常開設としたところであり

ますが、今回の特措法に基づく緊急事態宣

言を受け、その期間である４月１８日から

５月６日まで、役場庁舎、保育施設、国民

健康保険病院などを除く全ての公共施設に

ついて閉鎖を決めたところであります。 

小中学校につきましても、これまで臨時

休校とする中、分散登校の実施を行うなど

により、感染拡大防止に努め、４月の新学

期には再開したところでありましたが、同

じく緊急事態宣言の期間、再度臨時休校と

したところであります。 

町民の皆様には、公共施設の閉鎖、イベ

ントの中止及び小中学校の臨時休校に伴う

様々な御負担など、大変御不便をおかけす

ることとなりますが、感染拡大を早期に終

息させるため極めて大切な時期となります

ことから、何とぞ御理解、御協力ください

ますようお願い申しあげます。 

新型コロナウイルス感染症への対応につ

きましては、長期化が十分予測される中に

おいて、今後も感染拡大防止にしっかり取

り組みつつ、社会経済活動への影響を最小

限とする取り組みを図っていく必要があり

ます。 

このことから、本町としましては、３月

の町議会臨時会におきまして、緊急対策利

子等補給事業補助金について提案の上、議

決いただいたところでありますが、次の対

策として、本臨時会に補正予算を提案して

おります。 

なお、国の緊急経済対策の一つである１

人当たり一律１０万円給付が行われる特別

定額給付金につきましては、政府では４月

２０日閣議決定がなされたところでありま

すが、できる限り早い時期において町民の

皆様に行き渡ることができるよう、本臨時

会に提案させていただいております。 

本町におきましては、本年２月２３日に

対策本部を設置し、命と健康を守ることを

第一に、町民皆様の御理解と御協力のも

と、これまで対策を講じてまいりました。 

また、民間事業者による自主的な支援も

行われてきたところであり、町民一丸とな

った取り組みが行われていることにつきま

しては、改めて感謝申し上げる次第であり

ます。 

本町においては、町民の皆様それぞれが

感染予防に努力してきたことで、感染者の

発生を出すことなくこれまで来ておりま

す。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染

症との戦いは長期化を覚悟する必要があり

ます。一人一人の行動が御自身や大切な人

の命と健康を守ります。 

今後におきましても、日常の感染防止の

基本的事項、手洗い、咳エチケットや集団

感染を引き起こさないための３密の環境を

避けることなど、今後も引き締めた、緊張

感を持った感染予防対策を皆さんと行って

いきたいと考えております。 

また、感染拡大防止には、全ての町民の

御理解と御協力が不可欠であり、全ての町

民がそれぞれの立場で影響を受けているこ

とを踏まえ、様々な施策を適切に取捨選択

し、組み合わせ、町民が安心して生活でき

る制度設計に努めてまいりたいと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 
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いずれにいたしましても、町民の命を第

一に考え、町民の皆様が安心して生活でき

ることを最大の目標とし、生活と地域の経

済を守るため、今後も職員一丸となって、

さらに全力で取り組んでまいりたいと考え

ておりますのでよろしくお願い申し上げま

す。 

次に、御提案いたします議案等について

御説明を申し上げます。 

専決処分の承認について。 

美幌町税条例等の一部を改正する条例制

定については、地方税法等の一部改正に伴

い、令和２年度町税課税のため急を要した

こと。 

美幌町介護保険条例等の一部を改正する

条例制定については、介護保険法施行令の

一部改正に伴い、令和２年度保険料の減額

賦課のため急を要したこと。 

平成３１年度美幌町一般会計補正予算

（第９号）については、起債事業費の確定

に伴う会計処理等のため急を要したこと。 

平成３１年度美幌町国民健康保険特別会

計補正予算（第５号）については、療養給

付費の確定に伴う会計処理等のため急を要

したこと。 

平成３１年度美幌町介護保険特別会計補

正予算（第６号）については、介護サービ

ス給付費の確定に伴う会計処理等のため急

を要したこと。 

平成３１年度美幌町公共下水道特別会計

補正予算（第４号）については、終末処理

場維持管理事業費の確定に伴う会計処理等

のため急を要したこと。 

平成３１年度美幌町個別排水処理特別会

計補正予算（第４号）については、維持管

理事業費の確定に伴う会計処理等のため急

を要したこと。 

以上の理由により、専決処分をいたしま

したので、御承認を賜りたいのでありま

す。 

条例の改正について。 

議案第２５号美幌町後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例制定につい

て及び議案第２６号美幌町国民健康保険条

例の一部を改正する条例制定については、

新型コロナウイルス感染症に感染した被用

者等に対して傷病手当金を支給するための

規定について、各条例に追加を行おうとす

るものであります。 

令和２年度各会計補正予算について。 

一般会計につきましては、新型コロナウ

イルス感染症対策として、営業継続支援金

５,０１０万円を、プレミアム商品券発行事

業１,６５６万円を、感染症対策事業６８５

万７,０００円を、防災物資等整備事業２４

２万８,０００円を、特別定額給付金給付事

業１９億２,９６３万円の増額を初め、その

他、電算システム改修に係る予算の組み替

えなどを行おうとするものであります。 

特別会計につきましては、国民健康保険

特別会計については、傷病手当金の支給に

伴う負担金の増額を、介護保険特別会計に

ついては、保険料の減額賦課に伴う財源振

替及び電算システム改修による増額を、そ

れぞれ行おうとするものであります。 

なお、細部につきましては、後ほど御説

明申し上げますので、御審議の上、原案に

御協賛を賜りますようお願い申し上げまし

て、提出案件の概要説明といたします。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大原 昇君） ただいまの行政報

告について、質疑を許します。 

質疑は１人３回までといたします。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これで、行政報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 承認第１号 

○議長（大原 昇君） 日程第４ 承認第

１号専決処分の承認についてを議題としま

す。 

直ちに提出者の説明を求めます。 
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総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の２ペ

ージになります。 

承認第１号専決処分の承認について。 

地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、次のとおり専決処分をしたので、同条

第３項の規定によりこれを町議会に報告

し、承認を求める。 

３ページ、専決処分書になります。 

美幌町税条例等の一部を改正する条例制

定について、令和２年度町税課税のため急

を要するので、地方自治法第１７９条第１

項の規定により、別紙のとおり専決処分す

る。 

専決日は、令和２年３月３１日付になり

ます。 

専決内容について御説明を申し上げます

ので、４ページをお開き願います。 

美幌町税条例等の一部を改正する条例制

定について。 

美幌町税条例等の一部を改正する条例を

次のように制定しようとする。 

記以下につきましては、参考資料により

御説明いたしますので、参考資料の１ペー

ジをお開き願います。 

資料１、承認第１号関係。 

美幌町税条例等の一部を改正する条例制

定。 

改正目的でありますが、地方税法等の一

部改正に伴いまして、税条例の改正を行う

ものでございます。 

改正内容につきましては、大きく３項目

ございます。 

まず、固定資産税につきまして、所有者

が不明な土地等に係る課税上の課題に対応

するため、新たな措置を講じるものであり

ます。 

１点目といたしまして、使用者を所有者

とみなす制度の拡大になります。 

高齢化の進行により、今後所有者が不明

な土地等の増加が見込まれるため、これま

で、災害時において特例的に認められてい

た制度を拡大し、迅速かつ適正な課税を図

るものでございます。 

具体的には、調査を尽くしても固定資産

の所有者が明らかとならない場合、その使

用者を所有者とみなし、固定資産課税台帳

に登録し、固定資産税を課税できることに

なります。 

２点目として、現所有者の申告の制度化

になります。 

登記簿上の所有者が死亡し、相続登記が

なされるまで、現所有者、相続人等に対し

まして、氏名や住所などの必要な事項を申

告させることができることになります。 

これまでも課税事務に支障がないよう、

相続人代表届出書を提出いただいておりま

したが、今回の改正によりまして、地方税

法に基づく正式な届出書として取り扱われ

ることになります。 

次に、国民健康保険税についてでありま

すが、１点目といたしまして、課税限度額

の改正になります。 

基礎課税額を６１万円から６３万円に、

介護納付金課税額を１６万円から１７万円

にそれぞれ上限額を引き上げます。 

２点目として、軽減措置の改正になりま

す。 

５割軽減の対象となる世帯の軽減判定所

得につきまして、被保険者の数に乗ずべき

金額を２８万円から２８万５,０００円に引

き上げます。また、２割軽減の対象となる

世帯の軽減判定所得につきまして、被保険

者の数に乗ずべき金額を５１万円から５２

万円に引き上げます。 

最後に、その他といたしまして、元号改

正に伴う整理、地方税法の改正に伴う引用

条項や字句の整理を行おうとするものでご

ざいます。 

参考資料の２ページ以降に新旧対照表を

添付してございますので、御参照いただけ

ればと思います。 

根拠法令は、地方税法。 

施行日は、令和２年４月１日でございま
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す。 

以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

１番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君） この固定資産税の

改正に伴って、該当する方がいると思うの

ですけれども、現状ではどのぐらい該当し

てくるのかお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 税務主幹。 

○税務主幹（片平英樹君） 今の所有者不

明の土地等の使用についての質問ですけれ

ども、これまで町内での実績はありませ

ん。 

過去に課税の実績もありませんので、よ

ろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） （１）の部分につ

いては、今のところ該当はないということ

で了解いたしました。 

（２）の部分についてはどうでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 税務主幹。 

○税務主幹（片平英樹君） 申し訳ありま

せんでした。 

２番については、部長から説明があった

とおり、今までもこれに代わる相続代表と

いうことで届出をしていますので、亡くな

られたときには随時出していただくこと

で、件数については把握していないですけ

れども、随時行っております。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 例えば、平成３１

年度あるいは平成３０年度の実績数でどの

ぐらいあったのか、年間どのぐらいあるの

かもわからないでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 税務主幹。 

○税務主幹（片平英樹君） おおむね１０

０件前後だと思います。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 今お尋ねの件

でございます。 

通常は、固定資産、土地・家屋の所有者

が亡くなられた場合は、相続登記がなされ

るわけでありますけれども、相続登記がす

ぐになされない場合もございます。 

例えば、相続人が多数おられて手続に時

間を要するケースも多々ございます。 

そういった場合に、課税上の遅れが生じ

てしまいますと、納税に支障が出るという

ことでありますので、従来からの相続人の

代表となる方に届出行為をいただきまし

て、その方に対しまして納付書を発付して

納めていただいているという取り扱いにな

ってございます。 

件数については、先ほど主幹が説明した

とおりでございますけれども、今回、税法

が改正になりまして、税法に基づく正式な

届出行為が必要になりましたので、従来、

任意で扱っていた事務でありますけれど

も、今後については、法に基づいた課税事

務ということになりますので、いずれにし

ても適正な課税、そして、適正な納付をい

ただけるようにしっかりと対応してまいり

たいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、承認第１号専決処分の承認に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、承認することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本件は、承認することに決

定しました。 

――――――――――――――――――― 
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◎日程第５ 承認第２号 

○議長（大原 昇君） 日程第５ 承認第

２号専決処分の承認についてを議題としま

す。 

直ちに提出者の説明を求めます。 

民生部長。 

○民生部長（那須清二君） 議案の１３ペ

ージをお開きください。 

承認第２号専決処分の承認について御説

明申し上げます。 

地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、次のとおり専決処分をしたので、同条

第３項の規定によりこれを町議会に報告

し、承認を求めるものでございます。 

１４ページをお開き願います。 

専決処分書。 

美幌町介護保険条例等の一部を改正する

条例制定について、令和２年度保険料減額

賦課のため急を要するので、地方自治法第

１７９条第１項の規定により、別紙のとお

り専決処分する。 

専決日につきましては、令和２年３月３

１日でございます。 

１５ページでございます。 

美幌町介護保険条例等の一部を改正する

条例制定について。 

美幌町介護保険条例等の一部を改正する

条例を次のように制定しようとする。 

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の２１ページ

をお開き願います。 

資料２、承認第２号関係。 

条例名は省略させていただきます。 

改正の経過及び目的でありますが、介護

保険法施行令の改正により、令和元年１０

月からの消費税率引き上げに伴い、令和元

年度においては、完全実施までの２分の１

の減額を定めていたものを、平和２年度か

ら消費税率１０％引き上げの満年度化に伴

い、保険料軽減を完全実施するため、条例

の一部を改正するものであります。 

改正内容につきましては、一つ目とし

て、町民税非課税者である第１段階から第

３段階の区分について、年間５万７,６００

円の基準額に対して軽減を行うもので、第

１段階の負担割合を、改正前の０．３７５

から０.３とし、年間保険料を２万１,６０

０円から１万７,２００円に、第２段階の負

担割合を、０.６２５から０.５とし、年間

保険料を３万６,０００円から２万８,８０

０円に、第３段階の負担割合を、０.７２５

から０.７とし、年間保険料を４万１,７０

０円から４万３００円に、それぞれ軽減す

るものでございます。 

なお、参考までに、下の表に第１段階か

ら第３段階の対象者の範囲を記載しており

ますのでごらんください。 

改正内容の二つ目として、元号改正に伴

う文言整理を行うもので、附則第２条中、

平成３１年度分を令和元年度分に改正する

ものでございます。 

新旧対照表は、２２、２３ページでござ

います。 

根拠法令等は、介護保険法施行令で、施

行日は、令和２年４月１日であります。 

以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、承認第２号専決処分の承認に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、承認することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本件は、承認することに決

定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第６ 承認第３号 

○議長（大原 昇君） 日程第６ 承認第
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３号専決処分の承認についてを議題としま

す。 

直ちに提出者の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の１７

ページをお開き願います。 

承認第３号専決処分の承認について。 

地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、次のとおり専決処分をしたので、同条

第３項の規定によりこれを町議会に報告

し、承認を求める。 

１８ページになります。 

専決処分書。 

平成３１年度美幌町一般会計補正予算

（第９号）について、起債事業費の確定に

伴う会計処理等のため急を要するので、地

方自治法第１７９条第１項の規定により、

別紙のとおり専決処分する。 

専決日は、令和２年３月３１日付でござ

います。 

専決内容について御説明をいたしますの

で、１９ページをごらんいただきたいと思

います。 

平成３１年度美幌町一般会計補正予算

（第９号）。 

平成３１年度美幌町の一般会計補正予算

（第９号）は、次に定めるところによる。 

今回の補正は、起債事業費の確定のほ

か、繰越明許費の設定、年度末における額

の確定などによる予算の整理を行うもので

ございます。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ５,３５３万４,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１０９億４２３万６,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明をいたします。 

繰越明許費。 

第２条、地方自治法第２１３条第１項の

規定により、翌年度に繰り越して使用する

ことができる経費は、第２表繰越明許費で

御説明いたします。 

地方債の補正。 

第３条、地方債の変更は、第３表地方債

補正で御説明をいたします。 

それでは、繰越明許費から御説明をいた

しますので、２５ページをお開きくださ

い。 

第２表、繰越明許費でございます。 

繰越明許費につきましては、歳出予算に

つきまして、その経費の性質や予算成立後

の事由により年度内に支出を終わらない見

込みとなったとき、予算を翌年度に繰り越

して使用する経費でございます。 

８款土木費、２項道路橋梁費、事業名は

道路橋梁補修事業のうち、橋梁長寿命化事

業、金額は１,６７０万円になります。 

事業内容でありますが、昨年に着工いた

しました東雲橋補修工事につきまして、本

年３月の定例会において、国の総合経済対

策に係る補正予算を追加いたしましたが、

事業の実施を翌年度に繰り越して行おうと

するものであります。 

次に、議案書２６ページをお開きいただ

きたいと思います。 

第３表、地方債補正でございます。 

こちらに記載の事業につきましては、い

ずれも事業費が確定いたしましたので限度

額を変更するもので、今回の補正により平

成３１年度の起債借入額は、下段に記載の

とおり８億２,６８９万５,０００円となり

ます。 

次に、歳出について御説明をいたします

ので、４４、４５ページをお開きいただき

たいと思います。 

３、歳出になります。 

２款総務費、１項、このページの１番下

になります。 

５目企画費、政策推進事業費の減でござ

いますが、次の４６、４７ページをお開き

いただきたいと思います。 

上から３行目、積立金３０３万１,０００

円の減でありますが、ふるさと納税につき
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まして、平成３１年度は５,０００万円を見

込んで予算を計上してございましたが、年

度末の実績が４,３８１万円となったことか

ら、返礼品などの経費を差し引き、ふるさ

とづくり基金へ積み立てる額が確定いたし

ましたので、今回予算の整理を行うもので

ございます。 

なお、参考資料の２４ページ、資料３に

各基金の年度末予定残高を掲載してござい

ますので、御参照いただければと思いま

す。 

一つ飛んで、７目交通安全費、交通安全

対策推進事業費の増、４行目の積立金７４

０万円でありますが、このうち２４０万円

につきましては、３月１０日一般社団法人

美幌地区交通安全協会様から交通安全推進

のために役立ててほしいと御寄附をいただ

いたものでございます。 

また、残る５００万円につきましては、

今回の補正に係る余剰財源の一部を交通安

全推進基金へ積み立てるものであります。 

一つ飛んで、９目財政調整等基金費、財

政調整等基金積立金の増、積立金３億４,８

９４万１,０００円でありますが、このうち

財政調整基金に９,８９４万１,０００円、

９,８９４万１,０００円を財政調整基金に

積み立てを行います。 

また、減債基金に２億５,０００万円を積

み立ていたします。減債基金には２億５,０

００万円を積み立ていたします。 

財政調整基金積立金の内訳になります

が、まず、３月３０日、株式会社宮田建設

様から新型コロナウイルス感染症の影響を

踏まえ、町内の経済対策に役立ててほしい

と３００万円を御寄附いただいてございま

す。 

また、３月２１日、報徳在住の大屋委代

様から、図書館の蔵書充実に役立ててほし

いと１万円を、同じく３月２１日、西１条

北４丁目在住の加賀谷信一様から、図書館

の蔵書充実のためにと２万円をそれぞれ御

寄附をいただいてございます。 

あわせまして、今回の補正に係る余剰財

源の一部といたしまして９,５９１万１,０

００円につきまして、財政調整基金へ積み

立てを行います。 

また、先ほど申し上げましたが、将来の

起債償還に充てるため、今回の補正に係る

余剰財源の一部といたしまして２億５,００

０万円を減債基金へ積み立ていたします。 

次に、議案書の４８、４９ページになり

ます。 

こちらのページにつきましては、いずれ

も事業費の確定に伴う整理になります。 

下段の３款民生費、１項、１目社会福祉

総務費でありますが、次の５０ページ、５

１ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

上から３行目のプレミアム付商品券事業

費の減、８,９０４万９,０００円の減でご

ざいますが、昨年１０月に消費税率が８％

から１０％へ引き上げられたことに伴いま

して、低所得者や子育て世帯の家計への影

響緩和と地域における消費喚起を下支えす

るために国の全額補助により実施された事

業になります。 

住民税の非課税世帯及び２歳以下のお子

さんを養育される子育て世帯を対象に、２

５％のプレミアム付商品券を購入できる制

度でございましたが、本町における購入率

は約３４.９％と低調に終わり、大きく執行

残が発生したものでございます。 

次に、５２、５３ページをお開きいただ

きたいと思います。 

中程になります。２項、１目児童福祉総

務費、児童福祉事務費の減、負担金、子ど

ものための教育・保育給付費負担金４,７１

１万２,０００円の減でございますが、この

うちの４,１８３万１,０００円につきまし

ては、藤幼稚園、美幌大谷幼稚園などの施

設給付費に係る実績による減額でございま

す。 

また、残る５２８万１,０００円につきま

しては、保育の無償化に伴う預かり保育な
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どの事業実績に基づく整理となります。 

次に、５４、５５ページになります。 

こちらのページにつきましては、いずれ

も事業費確定に伴う整理になります。 

続いて、５６、５７ページになります。 

５目保健福祉総合センター費、保健福祉

総合センター管理運営事業費３２７万９,０

００円の減でありますが、主に新型コロナ

ウイルス感染拡大防止のため、施設を閉館

したことによる管理経費の減額となりま

す。 

次に、５８、５９ページになります。 

こちらのページにつきましては、いずれ

も事業費確定による予算の整理でございま

す。 

続いて、６０、６１ページであります。 

２項、１目林業総務費、林業推進事業費

の減、このうち積立金１９万円であります

が、美幌・下川・足寄・滝上の４町で構成

いたします北海道森林バイオマス吸収量活

用促進協議会によるカーボンオフセット事

業に係る協賛金の配分金でありまして、今

回、未来への森林づくり基金へ積み立てる

ものでございます。 

下段になります。７款商工費、１項、２

目商工業振興費、商工業活性化促進事業費

の減、補助金、起業家支援事業補助金４０

０万６,０００円の減でありますが、当初予

算におきまして、新規２件の申請を見込ん

でおりましたが、実績がなかったことによ

る減額でございます。 

次に、６２、６３ページをお開き願いま

す。 

３目観光費、観光施設維持管理事業費の

増、交流促進センター維持管理委託料１９

８万７,０００円の増でありますが、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大防止のため、峠

の湯びほろを２月２９日から３月１９日ま

での２０日間休館にいたしましたので、施

設を管理運営する指定管理者に対し、休業

補償相当分といたしまして委託料を増額す

るものでございます。 

休業補償の算定に当たりましては、前年

度の実績に基づきまして、入浴料やレスト

ランなどの売上相当額から休業期間中の光

熱水費相当額を差し引いた額、１９８万７,

０００円を委託料に上乗せをして支出をい

たします。 

次に、８款土木費、２項、２目道路橋梁

維持費、除雪対策事業費の減、３,００５万

６,０００円の減でありますが、冬期間の除

雪対策経費といたしまして、約１億４,００

０万円を予算計上しておりましたが、執行

実績が約１億１,０００万円となりましたの

で、今回執行残について整理を行うもので

ございます。 

次に、６４、６５ページをお開きいただ

きたいと思います。 

中程になります。５項、１目住宅総務

費、建築事業費の減、補助金、住宅リフォ

ーム促進補助金３５９万９,０００円の減で

ありますが、当初予算におきまして１３０

件の申請を見込んでおりましたが、最終実

績が９０件となりましたので、今回執行残

について整理を行います。 

下段になります。１０款教育費、次の６

６、６７ページをお開きいただきたいと思

います。 

この中の２項小学校費、１目学校管理

費、それから、下段になります３項中学校

費の１目学校管理費、こちらの減額につき

ましては、いずれも新型コロナウイルス感

染症の拡大防止を図るため、小中学校を臨

時休校したことによる執行残の整理となり

ます。 

次に、６８、６９ページをお開きいただ

きたいと思います。 

４項、１目社会教育総務費、失礼いたし

ました。４項、２目社会教育振興費になり

ます。 

こちらの芸術文化振興事業費の増、積立

金５００万円でありますが、今回の補正に

係る余剰財源の一部といたしまして、５０

０万円を芸術文化振興基金に積み立てるも
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のであります。 

次に、７０、７１ページをお開き願いま

す。 

２目体育施設費、屋内体育施設維持管理

事業費の減、５９８万８,０００円の減、そ

れから、この下、屋外体育施設維持管理事

業費の減、３０７万６,０００円の減につき

ましては、新型コロナウイルス感染症の拡

大防止を図るため、いずれも体育施設を閉

館あるいは時間を短縮する措置を講じてご

ざいますので、今回執行残について整理を

行うものであります。 

また、３目学校給食センター費につきま

しては、こちらにつきましても小中学校を

臨時休校したことに伴いまして、給食停止

措置を行ってございますので、今回執行残

について整理を行います。 

次に、歳入について御説明をいたします

ので、議案書の３０ページ、３１ページに

お戻りをいただきたいと思います。 

２、歳入になります。 

１款、１項、１目個人町民税、１節の現

年課税分４,０３５万８,０００円につきま

しては、主に給与所得の伸びによる増額に

なります。 

その下の２目法人町民税、１節現年課税

分２,０４７万７,０００円につきまして

は、建設事業を中心に法人税割が伸びたこ

とによる増額となります。 

このページの４項、１目町たばこ税、１

節現年課税分４８５万２,０００円の増であ

りますが、当初予算におきましては、売り

渡し本数の減少を見込んで計上してござい

ましたが、その減少幅が予想よりも少な

く、今回予算の整理を行うものでございま

す。 

次に、３２、３３ページをお開きいただ

きたいと思います。 

このページについては、いずれも交付額

の確定に伴う予算の整理になります。 

次に、３４、３５ページをお開きいただ

きたいと思います。 

１１款地方交付税でございます。 

地方交付税の増、１億９,５８５万６,０

００円でございますが、特別交付税の交付

額の確定に伴う増額となります。 

なお、平成３１年度の普通交付税の総額

につきましては３７億６,９５５万３,００

０円。普通交付税の総額は３７億６,９５５

万３,０００円。 

特別交付税の総額は、３億９,５８５万

６,０００円。特別交付税は３億９,５８５

万６,０００円。 

総額につきましては、記載のとおり４１

億６,５４０万９,０００円となります。 

下段の１４款使用料及び手数料につきま

しては、施設の利用実績に基づく予算の整

理でございます。 

次に、３６、３７ページでございます。 

１５款国庫支出金につきましては、事業

費の確定に伴う整理であります。 

次に、３８、３９ページであります。 

上段の１６款道支出金につきましても、

事業費の確定に伴う予算の整理になりま

す。 

このページの下段、１７款財産収入、１

項、２目利子及び配当金、森林組合出資配

当金につきましては、町の出資金２,５００

万円に対しまして、７％、１７５万円の配

当があったものでございます。 

次に、４０、４１ページをお開きいただ

きたいと思います。 

１番上になります。３目生産品売払収

入、生産品売払代の増、２７７万６,０００

円でありますが、みらい農業センターで生

産された農産物の販売実績に基づく増とな

ります。 

次に、１８款寄附金、１項、１目一般寄

附金、１節の一般寄附金でありますが、こ

ちら２４０万円につきましては、３月１０

日に一般社団法人美幌地区交通安全協会様

から交通安全推進のために役立ててほしい

と御寄附があったものでございます。 

その下のふるさと寄附金６１９万円の減
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でありますが、歳出でも御説明いたしまし

たが、平成３１年度において５,０００万円

のふるさと納税を見込んでございました

が、最終実績が４,３８１万円となりました

ので、予算の整理を行うものでございま

す。 

その下の４目教育費寄附金、２節社会教

育費寄附金、図書費寄附金の増、３万円で

ありますが、まず、３月２１日、報徳在住

の大屋委代様から１万円を、同じく３月２

１日、西１条北４丁目在住の加賀谷信一様

から２万円を、それぞれ図書館の蔵書充実

のために役立ててほしいと御寄附をいただ

いたものでございます。 

その下の５目商工費寄附金３００万円に

つきましては、３月３０日に株式会社宮田

建設様から新型コロナウイルス感染症の影

響により、飲食店などが厳しい経営環境に

あることから、町内の経済対策に役立てて

ほしいと御寄附をいただいたものでござい

ます。 

次に、１９款繰入金、１項、１目財政調

整基金繰入金３,２６７万１,０００円の減

及び２目公共施設整備基金繰入金１億６,２

７９万８,０００円の減につきましては、今

回の補正予算に係る財源調整となります。 

また、その他の基金につきましては、対

象事業費の確定に伴う予算の整理を行うも

のでございます。 

次に、２１款諸収入、５項、３目給食事

業収入、１節の学校給食費５６３万１,００

０円の減でありますが、小中学校を臨時休

校したことによる給食費の減額となりま

す。 

次に、４２、４３ページになります。 

１番上の物品等売払の増、３５３万５,０

００円でありますが、リサイクルごみ、鉄

くずの売払いによる増額となります。 

五つ下のプレミアム付商品券販売収入の

減でありますが、当初予算におきまして

は、販売収入を１億円と見込んでおりまし

たが、販売実績が大きく下回る結果となり

ましたので、７,０８１万５,０００円を減

額するものでございます。 

二つ下の森林組合事業割配当金２２２万

６,０００円でありますが、森林組合委託事

業費の１０％相当額の配当があったもので

ございます。 

２２款町債につきましては、第３表地方

債補正により御説明をしたとおりでござい

ます。 

以上、承認第３号につきまして御説明を

申し上げました。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

１番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君） ２カ所あります。 

まず１カ所目が、６１ページの２項、１

目林業総務費について御質問させていただ

きたいと思います。 

林業総務費につきましては、年度当初予

算３,４３３万９,０００円と承知しており

ます。それを今回の補正額で割ると、執行

率が５５.２％という形になると思います。 

それで、そのほかに補正予算を組んで、

最終的な補正額というのが４,１４７万９,

０００円ということで、それに対する執行

率という観点で言えば６２.５％の執行率と

いうことになると思いますが、非常に執行

率が低いです。原因を見てみると、右側の

説明にあります町産材活用促進事業補助金

１,１４４万円、これが補正ということで、

年度当初予算が１,７４０万円だったと承知

しております。 

そして、２番目の木質ペレットです。 

これも３２０万円の補正ということで、

年度当初予算が４００万円だったと承知し

ていますが、多分、この部分の金額が補正

で執行率を下げたと認識しているのですけ

れども、それで正しいのかどうかという話

と、この町産材活用促進事業補助金がどう

いうものなのかという内容を、以前説明さ

れたと思うのですが、もう一度説明してい
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ただきたいのと、その実績。ペレットスト

ーブも、予算組みした当初の台数が実績で

何台だったかをお聞かせいただければと思

います。 

次に２点目、６３ページになります。 

先ほど、除雪の経費について説明を受け

ましたが、年度当初の予算では、除雪が６

回、排雪が１回と予算組みしたと思うので

すけれども、実際はどうだったのか、除雪

が何回で、排雪が何回だったのか説明をし

ていただければと思います。 

その２カ所についてお願いします。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） 御質問に

お答えいたします。 

まず、町産材活用促進事業補助金であり

ますけれども、この事業につきましては、

町の集成材、寸法断面の小さな木材を集め

て接着し、圧着してつくる材料とコアドラ

イ材、カラマツの弱点である割れやねじれ

を修正した１０．５センチメートル角の角

材をそれぞれ補助する事業でありまして、

当初は１５棟分を予定しておりまして、集

成材で１９５立米、コアドライ材で８０立

米を予定しておりましたけれども、実績で

８棟分になりまして、集成材で１２８立

米、コアドライ材で７立米の実績となって

おります。 

集成材につきまして、補助の単価でござ

いますけれども、立米当たり４万円、コア

ドライ材につきましては、立米当たり１２

万円の補助の金額となっております。 

次に、木質ペレットストーブの補助であ

りますけれども、当初予算では１０台見込

んでおりまして、その最大の４０万円と見

込んでおりました。実績で２台、４０万円

の８台の補正額で３２０万円の減額となっ

ております。 

以上であります。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） １５棟が８棟、１

０台が２台ということで、今御説明いただ

きました。 

これは、大体例年ベースなのですか。こ

れだけの実施、施工率というのは例年ベー

スなのか、それとも明らかに平成３１年度

は少なかったのか、その辺をお聞かせくだ

さい。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（中沢浩喜君） コアドラ

イ材につきましては、前年と同様の実績ベ

ースでございます。 

ペレットストーブにつきましては、平成

３０年度は５台の申請がありました。今年

度が２台の実績ということであります。 

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。 

○施設管理主幹（以頭隆志君） 先ほどの

除雪の回数の件でございますけれども、一

斉除雪の回数、予算上では一斉除雪は６回

というところでしたが、実績としては７回

の実施となってございます。 

１月に１回、２月に３回、３月に３回と

いうことで計７回の実績でございます。 

排雪の関係でございますけれども、正確

には機械と時間数で積算されてございます

けれども、日数で大体１７日というのが排

雪の日数で組まれておりましたが、実績と

しては７日だったという実績でございま

す。 

以上のことから、今回減額として専決と

して出させていただいている状況でござい

ます。 

以上でございます。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） ページ数で５

１ページ、プレミアム付商品券事業の減に

ついて説明いただきましたけれど、多額の

減額になっております。 

この原因として考えられるのはどのよう

なことが言えるのか。 

せっかくの町民に利用していただきたい

事業であるにもかかわらず、３４.９％の利
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用率しかなかったというのは、例えば、方

法が不十分だったのか、それとも何かほか

に原因があったのか。どういうことで８,８

５１万８,０００円という減額になったの

か。 

それと、１０月に行われているというこ

とであれば、３月定例会で減額補正をして

もよかった事項ではないかと思いますが、

その点についてお聞かせいただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの御

質問でございますけれども、プレミアム商

品券の金額が大幅な減になったということ

でございますが、まず、申請率が低い要因

といたしましては、最低購入数が１冊５,０

００円分でございまして、４,０００円を出

して購入しなければならないということに

なりまして、このことから住民税非課税者

ですとか、子育て世代の若い方々にとりま

しては、購入資金を準備しなければならな

いという負担感が大きかったのではないか

と考えております。 

また、報道によりますと、対象となりま

した低所得者が申請に抵抗感を抱いて、渋

るケースがあったのではないかとの見方も

ございました。 

先ほど、購入率ということで３４.９％と

いう率だったのですけれども、内閣府の調

査では、今回の商品券につきましては、住

民税非課税者に対し申請行為のあった方々

に対して商品券を販売するという形になっ

ておりまして、もう一つは３歳半未満の子

が属する世帯に対して販売ということなの

ですが、申請された住民税非課税者に対す

る申請率を内閣府では調査して報道してお

ります。 

それによりますと、３月末、本町におき

ましては、３８.２％という交付申請率に対

しての通知がございまして、全国では、こ

ちらは昨年１０月２５日現在では、美幌町

は３４.４％でございまして、そのときの全

国の申請率は３４％となっております。 

また、国で３月末現在の申請率が出てお

りませんので、確かなことは言えないので

すけれども、こういった同様の状況ではな

いかと思いますので、国と同じような率で

はないかと考えてございます。 

もう１点は、３月定例会で補正ができな

かったのかという御質問でございますけれ

ども、こちらは３月末に数字が確定しまし

て、実績報告は４月に入ってから提出する

という運びとなっておりました。 

そういったことから、確定するまで、実

績報告を国に提出して、最後の確定の通知

がございませんので、今回専決ということ

で提出をさせていただきました。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 最初に残りの

分の質問をしておけばよかったのですが、

まずはプレミアムの関係から再度質問させ

ていただきます。 

確かに国の制度にのっとってこういう事

業を行ったことは理解いたしますが、た

だ、地元においては、国の制度にもよるの

でしょうが、地元で利用しやすい状況をき

ちんとつくってやるべきではないか。 

せっかくいいものを用意しても利用する

人がいないのであれば、意味はなさないと

思います。やるのであれば、今後検討して

いく必要があると思うのですが、その点に

ついてお聞かせいただきたいのが１点で

す。 

それから、５９ページの農業振興費の中

の新規就農者等支援事業補助金の５１８万

９,０００円の関係でありますが、当初予算

では７９５万８,０００円で、今回減額とな

っておりますが、当初の計画はどうだった

のかという点をお聞かせいただきたいのが

一つと、それから、その下の９番目の農業

振興施設等整備事業費の減、担い手確保・

経営強化支援事業補助金５３０万７,０００

円の減額でありますが、担い手確保の当初
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の計画はどうだったのかお聞かせいただき

たいと思います。 

それと、６１ページの起業家支援事業補

助金ですが、先ほど説明はいただきまし

た。理解はしたつもりですが、当初の計画

では５３５万円の予算のうち、今回４００

万６，０００円でお願いしたところがだめ

になったという説明がありましたけれど、

条件が厳しかったとか、そういうことはな

かったのかどうか、その点についてもお聞

かせいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） １点目のプレ

ミアム商品券の利用の周知徹底ということ

でございますけれども、こちらの周知方法

としまして、対象者に申請の案内を発送し

た後に、町のホームページには特設サイト

を設けまして、トップページから閲覧でき

るよう整備するとともに、町の広報紙には

４回記事を掲載しまして周知に努めたとこ

ろでございます。 

また、内閣府では、プレミアム付商品券

事業に関するテレビ広告、新聞広告、特設

ホームページ、専用コールセンターを設け

るなど、購入利用促進の広報を実施してき

たところでございます。 

御意見ございますように、申請率が低い

ということで、町では実績としまして、１

０２の事業所が住民の方が利用した商品券

を換金されているということでございます

けれども、周知活動はしておりましたけれ

ども、例えば、実際に申請されなかった方

に対して個別の周知ですとか、そういった

ことは対応として検討するべきだったかな

ということで考えております。 

今後、同様の事業がございましたら、そ

ういった対応も検討してまいりたいと考え

ております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（田中三智雄君） それでは、

新規就農者等支援事業補助金の関係であり

ますが、こちらにつきましては、当初予算

におきまして、新規就農事業者対象という

ことで、就農奨励補助ということで予算を

組んでおります。 

中身につきましては、当初予算で、平成

３１年度該当者が５名、３０年度該当者が

１名、２９年度該当者が１名、２８年度該

当者が１名ということで予算を組んでおり

ましたが、実績につきまして、平成３１年

度が２名、平成３０年度が１名、平成２９

年度がゼロ、平成２８年度が１名というこ

とで、人数が減ったことによる減となって

おります。 

もう一つ、新規就農者ということで、農

用地等賃借料補助がありますけれども、こ

ちらは、５年目の方が１名、２年目の方が

１名ということで、当初予算計上しており

ましたけれども、当初予算どおりの実績と

いうことになっております。 

以上です。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） ただいまの補

足を若干させていただきますけれども、新

規農業従事者の方について、主幹から予算

の御説明をさせていただきましたが、新規

就農から５年以内であれば補助金を活用で

きるということにしておりますので、平成

３１年度に１年目の方が５名いらっしゃい

まして、予算を措置しておりましたが、実

際には２名の方がお使いになられて、た

だ、その方は５年以内にまた使うことがで

きるので、そういうことで今年度について

は人数がそのような形で確定したというこ

とであります。 

次に、農業振興施設等整備事業費の減で

ございます。 

これにつきましては、３月の補正予算で

担い手確保・経営強化支援事業補助金とい

うことで、トラクター１台を購入するとい

うことで補正をして、お認めいただいたと

ころでございますが、国でそれぞれポイン

ト制をとっておりまして、申し込みが多か
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ったことと、国のポイントの算定が、若干

ハードルが上がったということがございま

して、残念ながら、今回申請された方につ

きましては、ポイントが低かったというこ

とで不採択となったため、今回補正をさせ

ていただこうとするものであります。 

次に、商工費の起業家支援でございま

す。 

総務部長の説明のとおり、当初、新規希

望者の予定が２件で、１件当たり２００万

円ということで見込んでいたところであり

ますが、残念ながら新規の起業家の要望が

なかったということで今回落とさせていた

だいて、実績といたしましては、継続され

ている２件の方に対する補助をしたところ

でございます。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） プレミアムの

件は３回目ですね。 

再度質問させていただきますが、確かに

国の制度でやらなければならないところも

あって、条件としては非常に厳しいところ

もあるのではないかと思います。 

美幌町としては、使いやすいプレミア

ム、そういうところをきちんと把握した上

で取り組んでいくべきではないかと思いま

すが、どうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、今回のプレミアム付

商品券事業でございますが、こちらについ

ては全国一律の事業ということで、費用に

ついては国が全額持っていただけるという

ことで、町独自で何か工夫をして使いやす

くという扱いは基本的にはできないものと

いうことでございますので、御理解いただ

きたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 新規就農者等

支援事業補助金については、大体はわかる

のですが、美幌町の条件として厳しいもの

はないのかという思いがあって今回質問さ

せていただいておりますが、その点につい

てはいかがなものでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 決してそのよ

うには思ってございません。 

新規農業従事から新規農業従事者として

認定をされた以降５年間であれば、いろい

ろな形で、例えば農業機械でもよろしいで

すし、農業に係るパソコンでもいいです

し、そういう意味からいったら、幅広く、

農業に関わる、経営に関わるものでお使い

いただけるようにしておりますので、決し

てハードルが高いというふうに思っており

ませんので御理解をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 新規就農者に

ついては了解いたしました。 

あと、担い手確保の関係ですが、先ほど

の説明では、トラクターを購入したいとい

う要望書を出したようですが、対象になら

なかったという意味では非常に残念なこと

だと思いますけれど、例えば、本人の希望

で申請したのであれば、その申請が通るよ

うに町としてアドバイスしてあげるべきで

はなかったかと思いますが、その点はどう

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 当然、申請に

当たりましては、町を通じての申請になり

ますので、形式的な要件等は当然のごとく

チェックをしておりまして、町としても自

信を持って申請を上げたところでございま

すが、申し上げましたとおり、残念ながら

不採択ということで、内容を確認したとこ

ろ、国の予算が少なかったところと、それ

に関わるポイントのハードルが若干上がっ

たということでございますので、決して関

わっていないということではございません
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のでよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 私は３点について

お願いいたします。 

３１ページ、固定資産税の減額補正であ

ります。 

土地、家屋、償却資産ということでござ

いますけれども、減額の理由をお知らせい

ただきたいのと、なぜこの時期に専決がさ

れたのか。固定資産税であれば、昨年５月

の段階で確定していると思いますけれど

も、どういった関係で今回減額になったの

か教えていただきたいと思います。 

それから、３５ページ１番下、牧場使用

料の減でありますけれども、当初予算に比

べて大幅に減額なっています。 

この理由についてお聞かせ願いたいと思

います。 

最後、３点目であります。 

６３ページ、交流促進センター維持管理

委託料、１９８万７,０００円の増について

は理解いたしますが、これは指定管理者と

協定していると思いますけれども、何の根

拠に基づいてこうされるのか教えていただ

きたいと思います。 

この３点をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 税務主幹。 

○税務主幹（片平英樹君） まず初めに、

固定資産税の減ですけれども、こちらにつ

きましては償却資産の対象経費の減となっ

ております。 

主に償却資産ですけれども、対象経費が

確定するのが３月になっておりまして、そ

こで確定してからの減額となっております

ので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 私の記憶による

と、固定資産税償却資産分は当初課税の段

階でわかると思うのですけれども、３月末

まで待って今回専決ということは、考えら

れるのは収納率が下がったとか、そういっ

たことではないかと思うのですけれども、

この時期に専決になったのはどういった理

由で、もう一回具体的にわかりやすく説明

をお願いします。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいまの御

質問でございます。 

固定資産税につきましては、土地、家

屋、償却資産、それぞれ基準日が毎年１月

１日現在ということになってございます。 

今回、土地、家屋については若干の増額

ということですけれども、償却資産につき

ましては、今年は事業用資産について、当

初課税において、一定程度把握した中で課

税をしているわけでございますけれども、

最終的に納付実績等を踏まえて歳入につい

て調定が上がって、予算の整理を行うのが

この時期になったということでございま

す。 

確かに、３月時点で一定程度補正予算を

提案できないかということは、そのとおり

だろうと思うのですけれども、歳入という

こともあって、最終的にこの時期になって

いるということでございますので、どうか

御理解をいただければと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） ３５ページ、

牧場使用料の減でございますが、峠牧場の

使用料といたしまして、夏期放牧につきま

しては３０頭、冬期舎飼につきましては５

頭ということで当初予算を計上させていた

だいたところでございますが、残念なが

ら、夏期、冬期ともに実績がなかったため

減額をするものでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 商工観光主幹。 

○商工観光主幹（多田敏明君） 御質問の

峠の湯びほろの休業補償の関係であります

けれども、休業補償の額につきましては、

町と指定管理者が結んでおります管理協定

に基づきまして支出を行っているものであ
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ります。 

金額につきましては、町と指定管理者双

方で協議の上、決定しております。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） 理解いたしまし

た。 

協定書に基づいて、今回の休業補償を出

されたという理解でよろしいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 商工観光主幹。 

○商工観光主幹（多田敏明君） 議員のお

っしゃるとおりでございます。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） １点訂正をさ

せていただきたいと思います。 

私、先ほど坂田議員の新規農業従事者の

質問の際にパソコンと申し上げましたが、

申し訳ございません、パソコンは対象とし

ておりませんので訂正をさせていただきま

す。 

大変申し訳ございませんでした。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

５番木村利昭さん。 

○５番（木村利昭君） 歳出の部分で６１

ページです。先ほど坂田議員も質疑されて

いましたが、商工費の起業家支援事業補助

金の部分です。 

新規で２件を見込んでいたということで

すが、申請自体は何件あったのでしょう

か。 

申請自体がなかったのか、その辺りを教

えてください。 

○議長（大原 昇君） 商工観光主幹。 

○商工観光主幹（多田敏明君） 残念なが

ら申請はございませんでした。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） なかったというこ

とですが、どのような形で声かけ、周知を

されているのか。 

私の記憶では、２年前ぐらいまでは数件

の申請があったと思いますが、どうして去

年はなかったのかということで、何か要因

等が推測されているのであれば教えていた

だきたいのと、周知をどのような形で徹底

されているか教えてください。 

○議長（大原 昇君） 商工観光主幹。 

○商工観光主幹（多田敏明君） 周知につ

きましては、町の広報紙やホームページ等

で周知してございます。 

今年度は申請がなかったわけであります

けれども、例年につきましては数件の申請

がありまして、採択されております。やは

り、今般の経済情勢等もあるのかなと推測

しているところでございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

１３番松浦和浩さん。 

○１３番（松浦和浩君） まず１点は、５

１ページの先ほどから出ているプレミアム

付商品券事業のマイナス８,８００万円につ

いてもう１回確認を取りたいのと、６７ペ

ージの小学校費と中学校費のそれぞれ管理

費の２番に出てくるスクールバス運行業務

委託料の減の考え方についてであります。 

まず、一つ目のプレミアム付商品券事

業、これについては国の政策ということで

十分わかるのですけれど、金額が８,８００

万円マイナスで、総事業費かと思うのです

けれど、美幌町でこれだけ数がありながら

３４％、１００人に３４人しか使っていな

かったということで、非常に国の制度がき

つかったのかなと思うのですけれど、た

だ、効果として、せっかく消費税対策でこ

ういう方々に助成があって、町も一生懸命

やったけれど、３４％だったということで

すけれど、これを３４％で済むのか、それ

とも、逆に、今後どうやったらこれが生か

せるのかだとか、その辺の考えです。 

人数と金額的な問題があるとしても、早

い時期から一生懸命やったけれどだめだっ

たというのはわかりますけれど、美幌町民

にとって、これは相談がないままいったの
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か、何か不都合があったのか、やり方が足

りなかったのかというところで、担当とし

てはどのように考えたのかお願いします。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、先ほどお答えしたと

おり、国の発行率も約三十数％ということ

で、全国的に見ると美幌町も大体そのぐら

いだったということでいきますと、やはり

制度自体がどうだったのかなと。 

例えば、先ほども申し上げましたとお

り、５,０００円の券を４,０００円のお金

を持っていかないと買えないということが

ありますので、住民税の非課税世帯の方が

対象ということですから、非課税世帯の方

がそういった現金を持って買いに行けなか

ったというのが大きな原因だったのではな

いかと思っております。 

その辺は国も当然わかっていると思いま

すので、今後このようなことがあるときに

は、もう少し使いやすい制度を考えていた

だけるのではないかと期待もしているとこ

ろでございます。 

また、申請の関係ですが、先ほど申し上

げたとおり、一人一人に個別に案内を送り

しまして、手続についても非常に簡単にで

きるよう、持ってくれば全て交付できるよ

うにということで、非常に簡素化した方法

もやっておりますし、また、広報での周知

等も行った結果、こういったことになった

ということでございますので、十分やった

つもりでありますが、結果このようになっ

たということで御理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） この制度が金額

の問題だったのかということを考えます

と、国の対策をやりながらもったいない結

果で終わったなと。 

やり方が難しいのであれば、どんどん国

に言って、４,０００円を２,０００円にで

きないか、１，０００円にできないかとい

う声を、行政としてあげるべき時期を失っ

たのかなと。 

実際、美幌町にこれだけの方がいるとい

うことが議会の中でもわかったと思います

し、そういう方が４,０００円の券の交換そ

のものができなかったという実態は非常に

嘆かわしいと思いますので、今後このよう

な対策はしっかりまたやってもらいたいと

思います。 

次に行きます。 

小学校費と中学校費のスクールバスの減

についてですけれど、多分これはコロナ対

策の学校の休校の関係だと思うのですけれ

ど、私はどうしても産業系の質問をしてし

まうのですけれど、委託を受けるところが

委託が減れば、仕事も給料も償却費も出て

きません。 

今回、このような形で産業対策の部分

で、どうしても行政の契約としては打ち切

らないといけないとわかりますけれど、打

ち切る形をとられたほうもしっかり仕事は

していても、今回のコロナの関係ですっか

り予定が狂った業者も美幌町の中で山ほど

あるのです。 

私は、３月予算の中で、特にスクールバ

スが気になったのですけれど、減額された

先の今の状況はどうなのか、今後どのよう

にこの部分を補うのかというのもチェック

しているのか、していないのか、２点目で

す。 

○議長（大原 昇君） 学校給食主幹。 

○学校給食主幹（斉藤浩司君） ただいま

の松浦議員の御質問にお答えいたします。 

小中学校は、２月２７日から３月２４日

まで臨時休校いたしました。スクールバス

につきましては、混乗スクールバスと通常

のスクールバスがございまして、分散登校

したということで、実際は運行しておりま

す。 

今回減額した分ですが、まず、混乗スク

ールバスについては一般の方も乗りますの
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で、通常の登校便、下校便を運航いたしま

した。 

分散登校がありますので、通常のスクー

ルバスは登校便１便と下校便３便ございま

すが、一度に帰さなければいけないという

ことで、下校便が３便から１便に減りまし

た。その分が今回の減額でございます。 

今回は短期間で１８日間ということで、

若干のロスでしたが、松浦議員がおっしゃ

るとおり、今はキロメートル当たりの単価

で実績払いをしておりますので、業者とも

話して、例えば今後、丸々臨時休校、さら

に分散登校もない状態ですと全く無収入に

なってしまいますので、今は長期継続契約

中ですが、将来にわたって、例えば除雪の

ように最低保障をするですとか、そういっ

たことも検討していかなければいけないと

いうふうに認識しておりますが、現在の契

約は来年度まで長期継続契約で短期払い

と、今も臨時休校中ですが、登下校便は分

散登校をしていますので運行はきちんとさ

せていただいています。 

ただ、便数が減っていますので、若干の

収入減になっているので、業者ともその辺

を話しながら運行に努めていきたいと考え

ております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） 非常にわかりや

すくて、メモをする暇がなかったのですけ

れど、実際は受けている業者ときちんと協

議をしている。日数的にも金額が減らない

ような努力もしないと子供たちの学校の関

係も大変だというのはわかりますけれど、

今、日本全国が、世界もコロナということ

で非常に浮き沈みが激しいのが経済なもの

ですから、美幌町の業者といえどもほかの

業務も減っている状態ですので、今すぐに

でも何かの解決策をぜひ示してほしいなと

思っています。 

以上です。 

○議長（大原 昇君） １１番岡本美代子

さん。 

○１１番（岡本美代子君） ４１ページの

生産品売払収入の増です。 

みらい農業センターで２７７万６,０００

円プラスということですけれども、この要

因と言いますか、どういうものがどうだっ

たかというのをお知らせください。 

あと、次のページ、４３ページの物品等

売払の増、１番上です。３５３万５,０００

円。 

これはリサイクルごみの鉄くず売払いと

いうことですけれど、このリサイクルごみ

の鉄くず売払いはどういうふうに集めて、

どう売るのかということをお知らせくださ

い。 

この２点、お願いします。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 私からは４１

ページ、生産品売払代の増について御説明

をさせていただきたいと思います。 

平成３１年度のみらい農業センターの農

作物の販売に係る実績で増額の補正となっ

たものでございます。 

大きな要因としましては、昨年度は非常

に天候に恵まれたということでございまし

て、秋まき小麦の製品歩留まりが９１％と

いうことでよかったこと、それからテンサ

イにつきましても収量が非常に多かったこ

と、また、糖分が１６.５％であったことが

大きな要因であります。 

また、ダンシャクにつきましても、平成

３０年度の本精算で、これもまた価格が大

きかったということで、当初予算８００万

円で見ておりましたが、当初予算に比較し

まして、今回２７７万円の増額補正をさせ

ていただくものでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ４３ページ、

物品等売払の３５３万５,０００円の関係で

ございますけれども、この内訳といたしま
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しては、発泡スチロールのインゴット、棒

というのですか、固めたものが１万８２３

キログラムで２３万８,０００円となってお

ります。 

もう一つが、鉄くず。こちらが９１万７,

０００円。 

また、有価資源物売払ということで、こ

ちらは資源ごみ収集の紙とか、有価瓶、段

ボール、アルミ・スチール缶等の売払いが

１４６万５,０００円、最後に有価入札拠出

金ということで１１万８,０００円、こちら

につきましては、財団法人日本容器包装リ

サイクル協会が行います有償入札によって

得られた収入を取引量に応じて算出して、

拠出されるものということになってござい

ます。 

リサイクル業者が集めたものを売払いし

たものをこのように雑入という形で受け

て、入れているということでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、承認第３号専決処分の承認に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、承認することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本件は、承認することに決

定しました。 

暫時休憩いたします。 

再開は、１３時１５分といたします。 

午前１１時４４分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第７ 承認第４号 

○議長（大原 昇君） 日程第７ 承認第

４号専決処分の承認についてを議題としま

す。 

直ちに提出者の説明を求めます。 

民生部長。 

○民生部長（那須清二君） 議案の７４ペ

ージをお開き願います。 

承認第４号専決処分の承認について御説

明申し上げます。 

地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、次のとおり専決処分をしたので、同条

第３項の規定によりこれを町議会に報告

し、承認を求めるものでございます。 

７５ページでございます。 

専決処分書。 

平成３１年度美幌町国民健康保険特別会

計補正予算（第５号）について、療養給付

費の確定に伴う会計処理等のため急を要す

るので、地方自治法第１７９条第１項の規

定により、別紙のとおり専決処分する。 

専決日につきましては、令和２年３月３

１日でございます。 

７７ページをお開き願います。 

平成３１年度美幌町国民健康保険特別会

計補正予算（第５号）。 

平成３１年度美幌町の国民健康保険特別

会計補正予算（第５号）は、次に定めると

ころによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ３,０８９万４,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ２６億７０５万８,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

今回、専決処分いたしました補正予算に

つきましては、保険給付費の実績を見込

み、減額補正を行ったものでございます。 

歳出から御説明いたしますので、８６、

８７ページをお開き願います。 

３、歳出。 
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２款保険給付費、１項療養諸費、２,６６

１万１,０００円の減額と、その下の２項高

額療養費、３５３万３,０００円の減額につ

きましては、それぞれ一般被保険者及び退

職被保険者等への保険給付費の実績見込み

額の減少によるものでございます。 

その下、５項葬祭諸費７５万円の減額に

ついては、給付実績の減によるものでござ

います。 

次に、歳入について御説明いたしますの

で、８４、８５ページをお開き願います。

（「省略」と発言する者あり） 

以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、承認第４号専決処分の承認に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、承認することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本件は、承認することに決

定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第８ 承認第５号 

○議長（大原 昇君） 日程第８ 承認第

５号専決処分の承認についてを議題としま

す。 

直ちに提出者の説明を求めます。 

民生部長。 

○民生部長（那須清二君） 議案の８８ペ

ージをお開き願います。 

承認第５号専決処分の承認について御説

明申し上げます。 

地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、次のとおり専決処分をしたので、同条

第３項の規定によりこれを町議会に報告

し、承認を求めるものでございます。 

８９ページでございます。 

専決処分書。 

平成３１年度美幌町介護保険特別会計補

正予算（第６号）について、介護サービス

給付費の確定に伴う会計処理等のため急を

要するので、地方自治法第１７９条第１項

の規定により、別紙のとおり専決処分す

る。 

専決日につきましては、令和２年３月３

１日でございます。 

９１ページをお開き願います。 

平成３１年度美幌町介護保険特別会計補

正予算（第６号）。 

平成３１年度美幌町の介護保険特別会計

補正予算（第６号）は、次に定めるところ

による。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ６,５７３万７,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１８億９,５５５万５,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

今回専決処分いたしました補正予算につ

きましては、介護サービス給付費及び国庫

支出金の確定に伴い、保険料、そのほかの

費用の実績を見込み、減額補正を行ったも

のでございます。 

歳出から御説明いたしますので、１０

２、１０３ページをお開き願います。 

３、歳出。 

１款総務費、１項総務管理費につきまし

ては、庁用経費負担金の実績見込みに基づ

く減額でございます。 

その下の３項介護認定審査会費につきま

しては、介護認定審査会運営事務費及び介

護認定調査事務費とも実績に基づく減額で

ございます。 

２款保険給付費につきましても、１項介

護サービス等諸費から１０５ページの６項

その他諸費まで、実績見込みによる給付費
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等の減額でございます。 

１番下の３款地域支援事業費、５５１万

８,０００円の減額につきましては、次の１

０６、１０７ページをお開き願います。 

１項介護予防・日常生活支援総合事業費

につきましては、それぞれ介護予防・生活

支援サービス及び運動指導業務の実績見込

みに伴う負担金の減額であります。 

２項包括的支援事業費・任意事業費につ

きましても、生活支援体制整備事業及び介

護保険任意事業とも利用実績の確定及び見

込みに伴う減額でございます。 

次に、歳入について御説明いたしますの

で、９８、９９ページをお開き願います。

（「省略」と発言する者あり） 

以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、承認第５号専決処分の承認に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、承認することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本件は、承認することに決

定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第９ 承認第６号 

○議長（大原 昇君） 日程第９ 承認第

６号専決処分の承認についてを議題としま

す。 

直ちに提出者の説明を求めます。 

建設水道部長。 

○建設水道部長（川原武志君） 議案の１

１０ページをお開き願います。 

承認第６号専決処分の承認について。 

地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、次のとおり専決処分をしましたので、

同条第３項の規定によりこれを町議会に報

告し、承認を求めるものでございます。 

次のページ、１１１ページをお開き願い

ます。 

平成３１年度美幌町公共下水道特別会計

補正予算（第４号）について、終末処理場

維持管理事業費の確定に伴う会計処理等の

ため急を要するので、地方自治法第１７９

条第１項の規定により、別紙のとおり専決

処分する。 

専決日、令和２年３月３１日でありま

す。 

内容につきましては補正予算で御説明い

たしますので、１１３ページをお開き願い

ます。 

平成３１年度美幌町公共下水道特別会計

補正予算（第４号）について御説明申し上

げます。 

平成３１年度美幌町の公共下水道特別会

計補正予算（第４号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

今回の補正につきましては、終末処理場

維持管理事業費並びに終末処理場非常用発

電設備更新工事に係る建設事業費の確定な

どにより、減額補正をするものでありま

す。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ８５９万円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ９億５,７１

８万円とするものであります。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明申し上げます。 

債務負担行為の補正。 

第２条、債務負担行為の変更につきまし

ては、第２表債務負担行為補正で御説明申

し上げます。 

地方債の補正。 

第３条、地方債の変更につきましては、

第３表地方債補正で御説明申し上げます。 

次に、１１６ページをお開き願います。 



 

－ 26 － 

第２表、債務負担行為補正。 

終末処理場非常用発電設備更新工事であ

ります。 

対象事業費の確定によるもので、限度額

を１億２,９００万円から４,５００万円を

減額いたしまして、８,２００万円とするも

のであります。 

次に、１１７ページをお開き願います。 

第３表、地方債補正。 

公共下水道事業であります。 

対象事業費の確定によるもので、起債限

度額を６,８４０万円から４０万円を減額い

たしまして、６,８００万円とするものであ

ります。 

次に、事項別明細書の歳出から御説明申

し上げますので、１２４ページ、１２５ペ

ージをお開き願います。 

３、歳出。 

このページの公共下水道事務費、終末処

理場維持管理事業費、公共下水道建設事業

費の減は、事業費確定に伴う執行残による

減額であります。 

次に、歳入について御説明申し上げます

ので、１２２ページ、１２３ページにお戻

り願います。（「省略」と発言する者あ

り） 

以上、説明させていただきましたので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

１３番松浦和浩さん。 

○１３番（松浦和浩君） １点だけ。 

１１６ページの債務負担行為の終末処理

場の電気工事、昨年聞いていたのですけれ

ど、今回負担行為が４,０００万円ほど変わ

るのですけれど、何がどう変わって、この

負担行為が何が原因でこうなったのかお願

いします。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（川原武志君） 終末処理

場非常用発電設備工事につきましては、２

カ年の債務負担の工事でございます。 

当初１億２,９００万円から入札の部分の

執行残を除いた額、それを２年目に補正す

るということで、残りの金額の８,２００万

円が次年度分の支出ということでございま

す。 

○議長（大原 昇君） 建設主幹。 

○建設主幹（御田順司君） 工事費の減額

の内容でございます。 

当初予定していた部分につきましては、

資材単価等調査も含めて確定していない概

算要求の中で予算を組ませていただきまし

て、年度末に資材単価等調査を行った後

に、詳細な単価が確定して、精査して発注

をしたということになっておりますので、

事業費が縮減されて執行したということで

ございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） ということは、

工事内容は何も変わらず、資材単価の一部

変更によって全て変わったと、ただそれだ

けということですね。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（川原武志君） 議員おっ

しゃるとおりでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、承認第６号専決処分の承認に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、承認することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本件は、承認することに決

定しました。 

――――――――――――――――――― 
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◎日程第１０ 承認第７号 

○議長（大原 昇君） 日程第１０ 承認

第７号専決処分の承認についてを議題とし

ます。 

直ちに提出者の説明を求めます。 

建設水道部長。 

○建設水道部長（川原武志君） 議案１２

６ページをお開き願います。 

承認第７号専決処分の承認について。 

地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、次のとおり専決処分をいたしましたの

で、同条第３項の規定によりこれを町議会

に報告し、承認を求めるものでございま

す。 

次のページ、１２７ページをお開き願い

ます。 

専決処分書。 

平成３１年度美幌町個別排水処理特別会

計補正予算（第４号）について、維持管理

事業費の確定に伴う会計処理等のため急を

要するので、地方自治法第１７９条第１項

の規定により、別紙のとおり専決処分す

る。 

専決日は、令和２年３月３１日でありま

す。 

内容につきましては、補正予算で御説明

いたしますので、１２９ページをお開き願

います。 

平成３１年度美幌町個別排水処理特別会

計補正予算（第４号）について御説明申し

上げます。 

平成３１年度美幌町の個別排水処理特別

会計補正予算（第４号）は、次に定めると

ころによる。 

今回の補正につきましては、維持管理事

業費の確定による減額補正をするものでご

ざいます。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ８２万８,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９,５

１２万円とするものでございます。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明申し上げますので、１３８ページ、

１３９ページをお開き願います。 

３、歳出。 

このページ、個別排水処理施設維持管理

事業費の減は、事業費の確定に伴う執行残

による減額であります。 

次に、歳入について御説明申し上げます

ので、１３６、１３７ページにお戻り願い

ます。（「省略」と発言する者あり） 

以上、御説明申し上げましたので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、承認第７号専決処分の承認に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、承認することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本件は、承認することに決

定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１１ 議案第２５号 

○議長（大原 昇君） 日程第１１ 議案

第２５号美幌町後期高齢者医療に関する条

例の一部を改正する条例制定についてを議

題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

民生部長。 

○民生部長（那須清二君） 議案の１４０

ページをお開き願います。 

議案第２５号美幌町後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例制定につい

て御説明申し上げます。 

美幌町後期高齢者医療に関する条例の一

部を改正する条例を次のように制定しよう

とする。 
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記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の２５ページ

をお開きください。 

資料４、議案第２５号関係。 

条例名は省略させていただきます。 

改正の目的でありますが、後期高齢者医

療保険被保険者である被用者が新型コロナ

ウイルス感染症に感染し、または感染が疑

われる場合で、仕事を欠勤することを余儀

なくされ、給与等の全部または一部を受け

取ることができなくなったときに、傷病手

当金を支給することができるよう、北海道

後期高齢者医療広域連合において、後期高

齢者医療に関する条例の一部改正に伴い、

条例の一部を改正するものであります。 

改正内容でございますが、後期高齢者医

療制度は都道府県単位の後期高齢者医療広

域連合が運営主体となり、保険料の決定、

医療給付を行い、市町村が保険料の徴収等

の条例で定める事務を行っております。 

今回、町で行う事務に広域連合条例附則

第５条の新型コロナウイルス感染症に感染

した被保険者等に係る傷病手当金の支給に

係る申請書の提出の受付を追加するもので

あります。 

新旧対照表につきましては、２６ページ

を御参照願います。 

根拠法令は、北海道後期高齢者医療広域

連合後期高齢者医療に関する条例で、施行

日は、公布の日であります。 

以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第２５号美幌町後期高齢

者医療に関する条例の一部を改正する条例

制定についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１２ 議案第２６号 

○議長（大原 昇君） 日程第１２ 議案

第２６号美幌町国民健康保険条例の一部を

改正する条例制定についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

民生部長。 

○民生部長（那須清二君） 議案の１４１

ページをお開きください。 

議案第２６号美幌町国民健康保険条例の

一部を改正する条例制定について御説明申

し上げます。 

美幌町国民健康保険条例の一部を改正す

る条例を次のように制定しようとする。 

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の２７ページ

をお開きください。 

資料５、議案第２６号関係。 

条例名は省略させていただきます。 

改正の目的でありますが、国民健康保険

被保険者である被用者が新型コロナウイル

ス感染症に感染し、または感染が疑われる

場合で、仕事を欠勤することを余儀なくさ

れ、給与等の全部または一部を受け取るこ

とができなくなったときに、傷病手当金を

支給することができるよう、条例の一部を

改正するものであります。 

改正内容として、一つ目は、支給対象者

を、被保険者のうち新型コロナウイルス感

染症に感染した者、または発熱等の症状が

あり、感染が疑われるものと定めるもので

す。 

二つ目は、支給対象となる日数を、労務

に服することができなくなった日から起算

して３日を経過した日から労務に服するこ

とができない期間のうち、就労を予定して
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いた日として定めるものでございます。 

三つ目は、１日当たりの支給額を、直近

の継続した３カ月間の給与等の収入額を就

労日数で除して、３分の２を乗じた金額と

するものでございます。 

ただし、標準報酬月額の最高等級である

１３９万円をもととして計算した１日当た

りの金額、３万８８７円を上限とするもの

であります。 

四つ目ですが、適用期間を令和２年１月

１日から規則で定める日までの間とし、支

給期間は最長１年６カ月とするものであり

ます。 

新旧対照表につきましては、２８、２９

ページを御参照願います。 

根拠法令等は、国民健康保険法で、施行

日は、公布の日であります。 

以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第２６号美幌町国民健康

保険条例の一部を改正する条例制定につい

てを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１３ 議案第２７号 

○議長（大原 昇君） 日程第１３ 議案

第２７号令和２年度美幌町一般会計補正予

算（第２号）についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の１４

３ページになります。 

議案第２７号令和２年度美幌町一般会計

補正予算（第２号）につきまして御説明を

申し上げます。 

令和２年度美幌町の一般会計補正予算

（第２号）は、次に定めるところによる。 

今回の補正につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症対策といたしまして、営業

継続支援金の給付、プレミアム商品券の発

行、衛生資材の備蓄のほか、国の特別定額

給付金の給付に係る経費などを予算計上す

るものでございます。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ２０億２,９１８万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６

０億８,９４７万７,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明をいたします。 

それでは歳出から御説明をいたしますの

で、議案書の１５２、１５３ページをお開

き願います。 

３、歳出になります。 

２款総務費、１項、１１目諸費、１、防

災対策事業費の増、消耗品費２４２万８,０

００円につきましては、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大を踏まえ、災害発生時

における避難所の感染予防対策といたしま

して、衛生資材を備蓄するための経費でご

ざいます。 

備蓄する衛生資材につきまして御説明を

申し上げますので、参考資料の３２ページ

をごらんいただきたいと思います。 

資料７。 

整備目的でございますが、指定避難所等

での感染症罹患防止、衛生管理に努めるた

め、衛生資材を備蓄いたします。 

備蓄の考え方でございますが、地震災害

が発生したことを想定し、町内の指定避難

所、臨時避難所、福祉避難所の全てを開設

いたします。 

避難所の収容人数を４,０００人、災害対
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策本部の人員を２００人と仮定いたしまし

て、合計４,２００人の７日分の衛生資材を

備蓄するものでございます。 

備蓄する品目でございますが、マスクを

３万枚、手指消毒用液を１リットルボトル

で９５本、消臭除菌用液１箱２０キログラ

ム入りを２５箱、使い捨てゴム手袋を５０

枚入りで８０箱、以上を購入したいと考え

てございます。 

災害発生時におきまして、避難者が感染

リスクの高い環境下に置かれることのない

よう、取り急ぎ必要な衛生資材を備蓄しよ

うとするものでございますが、今後におき

ましても、必要な衛生資材につきましては

順次追加の上、備蓄を図ってまいりたいと

考えてございます。 

議案書の１５３ページになります。 

１１目諸費の７、特別定額給付金給付事

業１９億２,９６３万円につきましては、新

型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け

て実施されます国の緊急経済対策の一環で

あり、全国民向けに一律１０万円を給付す

るための経費でございます。 

可能な限り迅速に給付できるよう、４月

２０日の政府の閣議決定を受けまして、そ

の翌日から支給に向けた体制の準備を進め

てまいりましたが、本日、しゃきっとプラ

ザ会議室に専用の執務室を設置いたしまし

て、本格的な作業に入ってまいりたいと考

えてございます。 

事務費といたしましては、申請書の作

成、印刷、郵便料、口座振込手数料などの

経費を予算計上するとともに、対象者を１

万９,１５０人と推計し、特別定額給付金１

９億１,５００万円を予算計上いたします。 

今後のスケジュールでございますが、本

日４月２７日が基準日となりますので、速

やかに対象者リストを作成の上、５月上旬

から中旬には申請書を郵送できるように進

めてまいります。 

その後、申請書の受付、確認作業を順次

行い、５月中旬から下旬にかけて支給でき

るよう対応してまいりたいと考えてござい

ます。 

次に、２項、１目税務徴税費、１、町税

等課税事務費の減、業務等委託料、所得情

報連携対応プログラム改修委託料につきま

しては、マイナンバー法に基づくネットワ

ークシステムの利用に際しまして、行政機

関が保有する所得情報データを統一する必

要があることから、電算システムを改修す

るための経費となります。 

当初予算におきましては、国の財源措置

の考え方が明らかになっておりませんでし

たので、プログラム改修に要する経費、そ

の全額を税務徴税費で一括計上しておりま

したが、児童手当、介護保険に係るプログ

ラム改修につきまして、国の補助金が交付

されることになりましたので、税務徴税費

に計上した委託料から１５４万円を減額

し、予算を組み替えるものでございます。 

次に、３款民生費、１項、３目高齢者福

祉費、８、介護保険特別会計負担事業費の

増、繰出金、介護保険特別会計繰出金２,４

４７万４,０００円でありますが、こちらの

経費につきましては、介護保険料の減額賦

課と電算システム改修に要する経費につき

まして、一般会計からの繰り出しを行うも

のでございます。 

その下２項、４目児童措置費、１、児童

手当支給事業費の増、業務等委託料、所得

情報連携対応プログラム改修委託料６７万

１,０００円は、児童手当支給に係る電算シ

ステムの改修で、所要額の３分の２が国か

らの補助金として交付されます。 

次に、議案書の１５４、１５５ページに

なります。 

４款衛生費、１項、２目予防費、１、 

感染等予防対策事業費の増、６８５万７,

０００円は、新型コロナウイルス感染症に

ついて、今後も長期的に感染の拡大が予想

されることから、予防対策に必要な衛生資

材を備えるための経費につきまして予算を

計上するものでございます。 
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備蓄する衛生資材につきまして御説明い

たしますので、参考資料の３２ページをお

開きいただきたいと思います。 

下段になります。数量算定基礎でありま

すが、感染すると重症化しやすいと言われ

ております妊婦、基礎疾患を有する方、７

５歳以上の独居及び夫婦世帯、さらには業

務を継続するための町の職員、合わせまし

て２,６１０人を対象といたしまして、３カ

月分の備蓄を図ろうとするものでございま

す。 

整備する品目につきましては、マスクを

１０万枚、公共施設等に配備する手指消毒

用液を１リットルボトルで９０本、その

他、感染症防護対策用キット、ディスポ手

袋、ガウン、体温計、ペーパータオルなど

を購入いたします。 

なお、町民の皆様には、原則各御家庭に

おいて備蓄をお願いすることになります

が、感染防止対策が長期間に及ぶとき、あ

るいは優先されるべき方がマスクを確保で

きない場合におきましては、その状況に応

じまして、町民の皆様に配布することも想

定し、一定数の衛生資材を備蓄したいと考

えてございます。 

議案書に戻ります。 

７款商工費、１項、２目商工業振興費、

１、商工業振興推進事業費の増、補助金、

新型コロナウイルス対策プレミアム商品券

発行事業補助金１,６５６万円につきまして

は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大

により、町内の事業者に深刻な影響が出て

いることから、事業の継続と消費喚起を目

的といたしまして、プレミアム商品券を発

行するための予算計上になります。 

事業の概要でありますが、３,０００円の

商品券を２,０００円で１万５,０００セッ

ト販売いたします。プレミアム率は５０％

となります。 

３,０００円の商品券のうち２,０００円

分につきましては、売り上げが大きく減少

している飲食店のみで使用できることと

し、お一人５セットまで購入可能といたし

ます。 

商品券の販売は５月８日から１０日まで

の３日間、町民会館とマナビティーセンタ

ーの駐車場、駅前広場の屋外３カ所におき

まして、感染防止策を講じた上で販売しま

すが、５月１１日以降につきましては、美

幌商工会議所においても販売することとい

たします。 

なお、商品券の使用期間につきまして

は、７月末日を予定してございます。 

その下の新型コロナウイルス対策営業継

続支援金、５,０１０万円につきましては、

外出の自粛が続いているため、特に厳しい

経営状況に置かれている飲食業、宿泊業を

営んでいる事業者に対し、営業の継続に向

けた支援金といたしまして、一律３０万円

を給付するものでございます。 

感染の拡大が長期化しておりますので、

収入の減少によって営業の継続を断念せざ

るを得ない事態も想定されることから、ス

ピード感を持って支援策を講じるため、今

回一律３０万円の給付を行おうとするもの

でございます。 

給付の対象につきましては、最大で１６

７店舗を見込んでおり、申請の期限は５月

２９日までといたします。 

速やかに申請をいただければ、今週末に

は指定口座へ振り込めるように準備を進め

てまいりたいと考えてございます。 

次に、歳入について御説明をいたします

ので、議案書１５０、１５１ページにお戻

りをいただきたいと思います。 

１６款国庫支出金、１項、１目民生費国

庫負担金、１節の社会福祉費負担金１,２１

０万５,０００円でありますが、介護保険料

の軽減措置に対しまして、対象経費の２分

の１相当額を国が負担するもので、その全

額を介護保険特別会計へ繰り出します。 

２項、１目総務費国庫補助金、１節の総

務管理費補助金、こちらは特別定額給付金

給付事業費補助金であります。 
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１９億１,５００万円につきましては、国

の緊急経済対策として実施されます特別定

額給付金１人当たり１０万円、１万９,１５

０名分になります。 

その下の事務費補助金１,４６３万円は、

特別定額給付金の支給に係る事務経費に対

する補助金であり、補助率は１０分の１０

でございます。 

その下、２目民生費国庫補助金、２節の

児童福祉費補助金４４万７,０００円につき

ましては、児童手当に係る電算システム改

修委託料に対し、対象経費の３分の２相当

額が国から補助されるものであります。 

１７款道支出金、１項、１目民生費道負

担金、１節の社会福祉費負担金６０５万３,

０００円は、介護保険料の軽減措置に対し

まして、対象経費の４分の１相当額を道が

負担するもので、その全額を介護保険特別

会計へ繰り出します。 

次に、１９款寄附金、１項、１目一般寄

附金３００万円につきましては、４月２３

日、株式会社ダイイチ様より新型コロナウ

イルス感染症にかかる経済対策に役立てて

ほしいと御寄附をいただいたものでござい

ます。 

２０款繰入金、１項、１目財政調整基金

繰入金７,７９４万５,０００円は、今回の

補正予算に係る財源といたしまして、財政

調整基金からの繰り入れを行うものでござ

います。 

なお、参考資料の３１ページ、資料６に

基金の年度末予定残高を掲載しております

ので、御確認をいただければと思います。 

以上、議案第２７号令和２年度美幌町一

般会計補正予算（第２号）につきまして御

説明を申し上げました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

９番藤原公一さん。 

○９番（藤原公一君） 私から１点だけ、

１５５ページ、新型コロナウイルス対策営

業継続支援金についてお伺いしたいと思い

ます。 

先ほどの説明の中で、営業継続を目的と

した支援金を支給するということですけれ

ども、今は国も道も、とりあえずゴールデ

ンウィーク、５月６日まで自粛を要請して

おります。 

美幌町としての体制はどのようにとって

いるのかだけお聞きしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） １６０件は最

大の名簿として積算をしておりますが、既

に事前にお知らせということで各店舗にお

送りしている文書の中には、新型コロナウ

イルス感染拡大の防止のお願いということ

で、それぞれ北海道の緊急措置、あるいは

休業要請、１９時以降のアルコール類の提

供の自粛という協力要請があるということ

を盛り込み、美幌町といたしましても、皆

様方には感染拡大防止のため、ぜひともこ

の取り組みに御理解と御協力をいただきま

すよう切にお願いいたしますということ

で、一文を付して御案内をしているところ

でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） １５５ページ

の商工業振興推進事業費の関係で、新型コ

ロナウイルス対策営業継続支援金について

お伺いいたします。 

今の説明では１６０店舗と説明がありま

したが、その内容について、お店の中身に

ついては全くわかりません。飲食だけなの

か、その対象者をどう選定しているのかと

いう思いがありまして、お伺いしたいとこ

ろであります。 

例えば、商工会議所と連携をとって、対

象店舗を算定しているのだろうと思うので

すけれど、町内には商工会議所に関わって

いなくて、自営でやっているところもござ

います。そういうところは対象にならない
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のかどうか。 

そういう作業も調査をして進めるべきか

と思っておりますが、その辺のことについ

てお伺いいたしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 今回、飲食店

及び宿泊施設ということで選定をさせてい

ただきました。 

北見保健所のホームページには、北見保

健所管内の食品衛生関係施設の全施設を食

品衛生関係施設一覧表ということで掲示さ

れております。 

内容につきましては、毎月１０日に更新

されておりまして、令和２年４月１３日更

新のデータに基づき選定を行ったところで

あります。 

お尋ねの会議所の会員、非会員にかかわ

らず、飲食店及び宿泊業の保健所に営業届

出をされている全施設から選定をさせてい

ただいたものでございます。 

なお、今回の支給対象といたしまして

は、飲食店、宿泊施設ということでござい

ますが、定義といたしましては、飲食店に

つきましては、食品衛生法第５２条の規定

により営業許可を受け、店内で飲食を提供

し、その場で飲食をさせることを主として

いる店舗ということで考えてございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 今回について

は、その場で飲食をするということはよく

わかりました。 

例えば、保健所に登録している食品を扱

う弁当屋、そういうところは今回は対象に

ならないという説明でよろしいでしょう

か。 

それで、今の実態としては、３月初めに

１回だけ注文をいただきましたけれど、３

月、４月、そのほかはほとんどゼロの状

態、５月についても、自治会などの会合も

中止になっておりますし、今後の見通しと

なると、小中学校の運動会も中止という話

になっておりまして、その店では今後継続

不可能になってきているという状況があっ

て、そういう意味では、こういう人達は救

いの手は差し伸べられないのか、支援金を

受けられる状況は全くないものなのか。 

美幌町で営業している、小人数ではあり

ますけれど、パート職員を使っている人た

ちも不安を抱えているという情報がありま

すが、そういうところは、今後全く支援を

受けられる状況は生まれてこないのかどう

か、その辺についてお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 今回対象とさ

せていただいている施設については、店内

での飲食物の提供及びその場での飲食とい

うことで整理をさせていただいておりま

す。 

多くの業態等が影響を受けていることは

承知しておりますが、なぜかというと、国

の緊急事態宣言において、感染拡大防止の

ため外出自粛も行われておりますので、店

内に来ていただくことをなるべく避ける、

感染拡大防止の意味も含めてそのような措

置とされております。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ただいまの御質問

の店については対象からは外れておりま

す。 

今回の支援が全てという考えは持ってお

りません。地域経済を支えている事業所と

いうことで、事業者の方々を何とか救いた

いという考えを持っています。 

その中で、国がいろいろな施策を示して

はくれるのですが、現実的にそれぞれの事

業者に支払いされる時期はかなり遅くな

る。それまでに近々に営業を閉めざるを得

ない方も出つつあるという話も聞きまし

た。 

そういった中で、スピード感を持って、

１番影響を受けているだろうという業種に
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絞って支援をするという形で今回進めさせ

ていただいております。 

ですから、今回対象にならない事業所に

ついても、これから早急に制度設計をし

て、また皆様にお諮りをしていきたいと思

いますので、今回御質問されたお店につい

ては、対象には入っていないということで

ありますので、御理解をよろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 今の町長の答

弁で理解はいたしました。 

ただ、美幌町にはそういうお店がまだま

だたくさん存在しております。 

そういうところを独自の調査をしなが

ら、そういう人たちの経営を助ける支援と

いうことでありますので、しっかりと取り

組んでいただきたいという思いで今回質問

させていただいておりますので、その点に

ついては十分認識していただきたい。そん

な思いでございます。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） １５５ページの同

じ新型コロナウイルス対策営業継続支援

金。タイトルのように、営業を継続させた

いという町の姿勢のあらわれとして受けと

めたいと思います。 

しかも、４月２０日に北海道が休業要請

をしたときに、休業補償というか、支援か

ら外れている分野を美幌町として３０万円

支給しようということですから、その限り

では、３０万円が飲食店、ホテルを含めて

一律に支給される結果となったということ

は、大きな前進だと基本的には受けとめて

います。 

二つ質問したいと思うのですが、５月６

日まで道も、それから、札幌市を含めて市

町村も、美幌町も５月６日ということです

が、状況としては、北海道は休業要請がさ

らに長引く可能性が多分にあるということ

なので、先ほど町長がお話しされましたよ

うに、今後の展開によっては当然考えなけ

ればならないという部分について、あくま

でもこれは５月６日までの時限の措置、そ

れ以降になると追加を考えざるを得ないの

かどうかという事を１点お聞きしたいと思

います。 

二つ目の質問でありますが、札幌市や旭

川市、函館市、釧路市などの例を見てみま

すと、できるだけ一律にしていこうという

意識が働いていて、個人事業主が休業の支

援金が２０万円という部分については、市

がその差額１０万円を支給するという制度

設計を行って、もちろん外れている飲食店

などについては３０万円ということで、バ

ランスがよくとれている制度設計が見られ

ます。 

この辺について、やはり業者によって

は、それは生活の糧になっているわけです

から、差が出て当然だとは私は思いませ

ん。 

今回も、委員会の議論の中で、外れてい

る部分については議論があったと聞いてい

ますので、当然それらも含めて、行政によ

って選別しない、差別しないという考え方

を、今回は修正しない限りは無理ですが、

今後の休業要請が延長するという場面で

は、ぜひそれは考えるべきではないかと思

いますが、この２点について御質問いたし

ます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） １点目の５月６日

までの休業要請、先ほど部長から休業要請

も内数としては入っているという考え方で

皆様にお伝えしております。 

ですから、確かに事業収入が激減してい

る飲食店、それから、旅館業という考え方

に限定しないというのは、全体を含めて、

ただ、今、道民上げて、国民上げて、そし

て、当然美幌町もこの期間には不必要な外

出をしないで、やはり自粛するということ

を前提としていますから、当然、店は可能
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な限り道に合わせて休んでいただきたいと

いう考え方であります。 

ただ、それが延びたとしても新たにそれ

を追加して今回お出しする金額を上乗せす

るということは、今のところ持っておりま

せん。 

どちらかというと、私は今回、本来であ

れば全ての業種のことを全部分析している

ものがあれば、早急な判断もできますし、

選定の一覧があればすぐできるのですが、

残念ながらそれをやるとどんどん遅れると

いう状況の中で、まずは今やらなければい

けないことを先にやらせてほしいというこ

とを考えておりました。 

先ほど、坂田議員の質問にもありました

けれど、今回そこから漏れた業種について

はどうするのだということに対しては、こ

れも繰り返しになりますけれども、早急に

対応できるように今考えておりますので、

もう少しお待ちいただきたいと思っており

ます。 

状況については、今、実際に会議所と町

とで実態調査も早急にして、分析をしま

す。 

私が今持っているのは、ピンポイントと

いうか、抽出で行った資料をまとめた中で

一つの判断として、それから、全道的な状

況、近隣の状況を見て、まずはこれをやり

ましょうということで判断させていただい

たので、次については、基本的には全事業

者に対して一定のルールをつくらざるを得

ないと思いますけれど、それをつくった中

で、かつ、スピード感を持って皆さんにお

示しして、関わる美幌町の事業者の方にし

っかり対応していきたいと考えておりま

す。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） ５月６日は北海道

も、道内各市町村も、一応の期限を付けて

の制度設計になっています。それがどの程

度、仮に延長するとすれば延長されるか。 

この状況についても確認をしなければな

りませんが、私も聞いているところで言え

ば、例えば、以前は１日３０人程度のお客

さんが来ていたところが、五、六人しか来

ないということで、店を借りて、施設はリ

ースで、もうそれだけでも赤字になって、

営業が続けられないというのは、多分業種

が違っても同じような状況になっていると

いうように思います。 

１番いいのは、国が休業要請をするので

あるから、当然補償するというのが１番だ

と思いますが、そういう声も上げながら、

しかし、１番身近な自治行政の中で救済を

していくということで、現状は今提案され

ているのは飲食店とホテルということで、

私自身はこれは明らかに前進しているので

賛成したいと思いますが、これが１００％

ではないということで、ぜひ全ての業者を

調査されて、美幌モデルをつくっていただ

きたいということは申し上げたいと思いま

す。 

あわせて、５月６日以降どういう条件に

なるか、感染者は表向きは出ていない町な

ので、皆さん安心していると思うのです

が、いつ感染者が出てもおかしくないとい

う状況がどうやら広がっていると思います

ので、緊張感を持って、それはそれでやっ

ていただければと、この点については思い

ます。 

もう一つの部分の御答弁は。求めていた

と思うのですけれど。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 申し訳ございませ

ん。理解できなかったところがあって、申

し訳なく思っております。 

今、調査を２４日付でお願いしているの

は、町内にある事業所ということで、会議

所だけではなくて、会議所の４０９社、そ

れからそれ以外の属していないところ、こ

れは町で全部調べた部分でありますけれ

ど、９２社、合わせて約５００社の情報を

整理しようとしております。その実態がわ
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かってくるということであります。 

先ほど、業種によって差別という意味で

は、基本的には私は差別をする考えは持っ

ておりません。 

ただ、どれだけ支援をするかという部分

については、他の市町村のことを調査した

り、まとめたものもありますので、そうい

うものを参考にした中で、しっかりスピー

ド感を持って、きちんと整理する必要があ

るのかなと思っております。 

私が具体的に判断する中で会議所と話し

てピンポイントでお願いしたのは、旅館業

とか、飲食店の通常の持ち帰りをするとこ

ろ、実際にそこでつくって食べていただく

ところ、それから、スナック等と言われる

お店、小売店の中でいけば、小売店、卸

売、サービスの中では、美容院、理容院等

の抽出で、ある程度全部調べてもらって、

それを私なりに全部分析をした中で、私ど

ものスタッフと会議所と協議して、まずは

急いで今回提案したものをさせていただき

たいということでの提案でございますの

で、御理解いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） 大きく２点。 

１５３ページの近々国会で通るのでなか

ろうかという部分の対応の関係と、何人か

の方が言っている１５５ページの商業推進

事業費の部分を再度町長に確認をとりたい

ことがあります。 

まず１点目ですけれど、今回、国で地方

自治体に委ねるのでなかろうかということ

で今回の予算がついているのですけれど、

テレビ等でも世帯主が手続をとるというこ

とで出ている話題で、家庭内のトラブルだ

とか、別居だとか、そういう方については

調査が相当厳しいのではないか。 

それを美幌町の行政の中で、どの担当が

そういうところをしっかりできるのか、逆

にできる対応も国と調整してやるだとか、

その辺の話をもし示せるものがあればお願

いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 御答弁を申し

上げます。 

特別定額給付金につきましては、議員か

らお話があったとおり、これから早急な対

応に入っていくわけであります。 

今回は、２００９年のリーマンショック

後の定額給付金事業がございましたので、

当時の町の対応をベースに今体制を整えて

いるところでございます。 

差し当たって、事務量がかなりあります

ので、今回は総務部の総務グループ及び財

務グループの職員、現在考えているのはお

おむね５名ですけれども、５名で別室を設

けて、そこで集中的に作業に当たってまい

りたいと考えております。 

そういった中で、今議員から御指摘あっ

たとおり、各世帯に御家庭の事情もあるわ

けでありますけども、例えば、ＤＶの被害

に遭われている方がいるとすれば、そこは

住民活動担当が窓口になっておりますの

で、一定程度情報を持っています。 

それから、児童虐待につきましては、児

童支援グループです。こちらでそういった

事情のある御家庭については把握しており

ますので、その情報をしっかり連携して対

応してまいります。さらには、残念ながら

高齢者虐待ということもございますので、

そういった状況については保健福祉グルー

プにおいて情報を持っておりますので、い

ずれにしても、それぞれの御家庭の事情が

ございますけれども、そういった何らかの

対応、措置が必要なところについては、し

っかりと情報を連携、把握した上で、今回

の特別定額給付金事業を給付に支障がない

ように、速やかにスピード感を持って対応

してまいりたいと、そのように考えている

ところでございます。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） 今、わかりやす
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い説明をもらいまして、こういうお金がど

ういう形で使われるかというのは今後のこ

とになりますけれど、もらえる方が気持ち

よくもらうための努力が、なぜか市町村の

担当者がやらなければならない国の政策に

なりましたので、しばらくの間は大変だと

思うのですけれど、その辺は抜かりがない

ようにきちんと周知徹底できればいいのか

なと思っています。 

この件は終わります。 

次の２点目ですけれど、先ほど途中で終

わったのですけれど、町長のお言葉から、

地域経済を支える事業者の支援という形が

今回の趣旨だという説明を受けまして、大

江議員の話の中でも町長から約５００社の

事業所があると読んでいる。ここを速やか

に調査して、対応したいということですけ

れど、たまたま僕もこの間の委員会の説明

の中で、今回、早急にという形で飲食業を

選んだということについては、僕も納得で

きないわけではないです。やるべきだと思

っています。 

ただ、２月の段階から毎日の営業ではな

くて、窓口を開ければ来るとかいう業種で

なくて、請負だとか、物の注文だとかを受

ける業者が既に仕事がない業者が何件も出

ていて、今月でも苦しい、極端に言うと金

融機関の応援についても１００％十分では

ないという中で、この５月以降全く仕事が

なくなっている業者がだんだん出てきてい

ます。 

この間、住宅リフォームの話で約半分の

申し込みで終わったということですけれ

ど、その関連企業が、実はその影響で仕事

がない個人事業主も発生しています。そう

なると２月、３月、４月は仕事がないので

す。 

飲食店であれば、どうにかお客さんが来

てもらえばということもありますけれど、

それでもままならない。だから、概算で３

０万円という形で説明を聞いたのですけれ

ど、その他の業種になれば、当然推定３０

万円以下はないのかなと。厳密に言うと、

最低３０万円からいかなければ、別業種の

均衡を保てないのかなと思います。 

であれば、仮に５００社の３０万円で１

億５,０００万円。この財源を今回と同じ財

調から出すのかどうするのかというより、

これをもって美幌町の企業を守る、企業の

働いている人を守るという観念が、今回の

新型コロナウイルス対策本部からの声とし

て、そういうふうに考えていいのかどう

か、これを町長にしっかりともう一度確認

したいと思うのが最大の１点。 

あと確認したいのが、今回の飲食業につ

いては、美幌町に登録をしている、保健所

に登録になっている全飲食業でいいのか、

この部分だけなのです。 

再度お願いします。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 私からは事務

的なことを御答弁させていただきます。 

町長も先ほど申し上げました企業の実態

調査でございますが、当初、会議所と打ち

合わせをして、５月１日に実施するという

ことでお聞きしておりましたが、そこを前

倒ししていただきまして、町との連名で４

月２４日に会議所会員４０９社、同時に会

員以外の約３０業種、９２社の事業所、こ

れは町で名簿を作成いたしまして、４月２

４日に発送をしてございます。 

データは古いですが、平成２８年の経済

センサス活動調査の事業所数は７１８でご

ざいまして、その中には、農業、林業、そ

の他、金融、保険と入っておりますので、

７１８を５００で割ったとしても７０％の

部分はカバーできるので相当数のデータは

とれるのではないかと考えてございます。 

それから、飲食店は北見保健所に登録を

されているもの全件かということでござい

ますが、坂田議員の御質問に対する答弁の

繰り返しになりますが、北見保健所管内に

登録をされている飲食店のうち、今回は店

舗で提供し、その場で飲食させることを主
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にしている店舗ということで御理解をいた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回の新型コロナ

の対策でありますけれども、正直な話、早

急にやりたいと思っていたものとしては、

道が休業補償も含めてといったときに、私

どもとすればプレミアム商品券を買って、

少しでもお金を現金化しようということを

早くやりたいという思いでありました。 

でも現実的には、その状況がなかなか収

まらない部分があって、その間は自粛しよ

うという話になったときに、今、対応が遅

いと言われればそれ以上答えようがないの

ですけれども、なんとか現金を、言うなら

ば、営業というか、やめたと言わないで何

とか時間を延ばすためのお金を皆様に渡し

たいという思いではありました。 

その中で、その選択が飲食店と旅館業と

いうことについて、なぜと言われたときに

は、町の全部の企業を全部分析して、それ

をどういうふうに振り分けてというのは難

しいという判断の中で、一括させていただ

きました。 

今後については、支援をどのようにして

いくかというのは、基本的に国なり、道な

りきちんとすべきところがきちんとすべき

とは思っているのです。ただ、町村とすれ

ばそこまで待てないというのが実態であり

ます。 

ですから、今後の支援については、当然

今回、飲食店と宿泊の関係者にするわけで

ありますけれども、それ以外の部分につい

ては、町としても同じ金額でできるかどう

かはわかりませんが、それはしようとは思

っております。 

ただ、物の考え方として、逆にそれで本

当に足りないような、例えば中小企業の中

でも大規模をどうするのだということも考

える必要があるのです。 

ですから、とりあえず皆さん横並びで渡

した方はこれでオーケーではなくて、本当

に個々の部分で向き合わなければいけない

ことがまだまだ出てくると思っておりま

す。 

ですから、中小を含めた業種に関係な

く、言うなら、事業者に対する向き合う部

分と、それから個々の町民の方々、言うな

らば、国や道の手の届かない町民の方々に

もどうするかということを、やはりきちん

と向き合わなければいけない部分も出てく

るということでありますので、そこに係る

財源という部分については、可能な限り、

今ある町のお金を取り崩してでもやらなけ

ればいけない、判断をしなければいけない

時期もあると思います。 

ただその前に、スピード感を持ってきち

んとやり、国からもらうものをいただきた

いという思いは強いことであります。 

ただ、町民を守る場合に、町の今持って

いる基金等を崩してでもやらなければいけ

ないという判断をする時期もあり得るとい

うことは想定しております。 

ということですので、御理解をいただき

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） １３番松浦和浩さ

ん。 

○１３番（松浦和浩君） 今、経済部長か

らできる限り飲食店についてはきちんとし

た形でいきたいという答弁がありましたの

で、ぜひ、漏れのないように対応してもら

いたいなと。 

また、町長の答弁の中で、一つなるほど

と思ったのですけれど、国には地域の小さ

い企業までを見るすき間がなかなかないで

す。でも、そのすき間を見て仕事をしてい

るのが美幌町の行政であり、町長であり、

職員だと思うのです。 

２月からこの状況が続いている中で、今

回、プレミアム商品券もいろんな商店街だ

とか、いろんな業種の意見の中で行政にお

願いがあったと聞いています。 

ただ、それも含めて、商業ではない

方々、産業、工業、請負業、卸売業の方々
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は、そういう集約した意見を出す場がなか

なかないものですから、そういうところも

今後きめ細やかに、担当の部署もきちんと

意見集約するだとか、訪問するだとか、あ

と、町長が言ったいつまで続くかわかりま

せん。 

ただ、早く終わることを期待しますけれ

ど、北海道の場合、どうしても景気対策が

いつも遅れますので、観光についても、運

送関係、ホテルの関係もとまっていますの

で、戻るまで相当かかるかなと。当然、地

場産品の地産地消をしようという運動もと

まっています。 

そうなると、ぜひ行政にお願いしたいの

は、今回の対策でできるものは早くやり、

あとでやるものはしっかり考えてやる。 

その代わり、国にも要請しないといけな

いと思いますけれど、ここが地方自治体の

１番苦しいところですけれど、田舎の町が

できることは、やはり、町長、そして議

会、町民の意見を聞いた中で、すぐ犠牲に

なる人がいない、皆が長く暮らせる方向

を、その指針を示してもらいたい。その思

いで、今回産業界への支援についても早急

にお願いしたい。この１点です。 

町長、答弁ひとつお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 町民の方々の命と

健康、そして、生活、地域の経済を皆様方

としっかりと守っていきたいと思いますの

で、今後も努力していきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） ３点ほど御説明を

お願いしたいと思います。 

１点目は、１５３ページの特別定額給付

金。 

２点目が、１５５ページの感染等予防対

策事業費の増、消耗品費。 

それから３点目は、新型コロナウイルス

対策営業継続支援金についてであります。 

最初に１点目の特別定額給付金について

でございますけれども、端的にお伺いしま

す。 

周知の方法、それから、申請方法はどの

ように検討されているのか御説明をお願い

したいと思います。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 今回の特別定

額給付金につきまして、まず周知の方法に

つきましては、当然ながら現在行っており

ます地デジ広報サービス、または広報等で

行っていきたいと思ってございます。 

また、今回の特別定額給付金につきまし

ては、前回、リーマンショック後の定額給

付金、こちらは受付期間が６カ月となって

ございましたが、今回の特別定額給付金に

つきましては、早急に皆さん方にお渡しす

るという観点から３カ月間の受付期間とな

っております。 

そういった中におきましても、随時、申

請の勧奨につきましては積極的にさまざま

な広報媒体を使いましてＰＲをしていきた

い、そのように考えてございます。 

また、申請の方法でございますが、今

回、このようなコロナ対策ということもご

ざいまして、感染拡大防止の観点から、原

則として郵送による申請を基本として考え

てございます。 

また、今回、政府で行っておりますマイ

ナポータルというウェブサイトを通しまし

たオンライン申請も併せて行うという、こ

の２点で申請を行っていただくということ

で進めてまいりますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） このような時期で

すので、郵送が大事かなと思います。 

この点については理解いたしました。 

２点目の１５５ページの感染等予防対策

事業の６８５万７,０００円についてでござ

います。 

先ほど御説明がありました。町内におい
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ては、マスク、それから消毒液が購入でき

ない状態になってございます。参考資料に

ありますけれども、今回、マスク１０万枚

ということでございます。 

この考え方については、妊婦、基礎疾

患、７５歳以上の独居、それから夫婦世帯

ということで、当面は備蓄だとは思います

けれども、どういった時期に町民の皆様に

配布するのか、その点について１点と、そ

れ以外の私たち町民もそうなのですけれど

も、マスクや消毒液が手に入らず困ってご

ざいます。 

町内の方からも、購入は自分でするけれ

ども、購入できる店を教えてもらえないの

かということで、緊迫した状況もあります

ので、その対応について、この２点、説明

をお願いしたいと思います。 

オホーツク圏活性化期成会では、知事に

要望書を提出する。あるいは、管内であれ

ば、興部町においては５枚無料配布、遠軽

町においても１０枚全町民に配布した事例

もありますけれども、その辺をどう考えて

いるのか説明をお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（大場圭子君） 御質問に

お答えいたします。 

今回、基礎疾患をお持ちの方など、２,３

６０名に、当面の備蓄ということで予算を

計上させていただきました。 

これまで、新型インフルエンザのときに

備蓄しておりましたマスクにつきまして

も、入手が困難ということもありましたの

で、少ない枚数ではありますが町民の方に

送付させていただきました。 

今回、マスクは１０万枚の備蓄を予定し

ておりますけれども、納入時期について

は、今後納入可能なところを探しながら早

急に備蓄していきたいと考えております。 

その中で、この状況が続いた段階で、町

民の皆様がマスクの入手が困難で困ってい

る状況が把握できた際には、必要な方に速

やかに配布についても考えていきたいと思

っておりますので、御理解のほどよろしく

お願いいたします。 

もう１点のマスクの購入のお店について

の御質問でありますけれども、町としても

購入できる事業所を探している段階でござ

います。 

その中で、町民の方も購入ができるよう

な情報が把握できましたら、速やかにそう

いう情報も皆さんにお知らせしていきたい

と考えておりますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番馬場博美さ

ん。 

○７番（馬場博美君） ぜひ、大場主幹が

言われたように、町民の方は今現在も非常

に困っておりますので、早急な対応をお願

いしたいと思います。 

最後の３点目であります。 

新型コロナウイルス対策営業継続支援金

についてですけれども、皆さん質問されて

いますので、重ならないように質問したい

と思いますけれども、何点か再度確認の説

明をお願いしたいと思います。 

今回の営業継続支援金については、基本

的には、前回の臨時議会でありました緊急

対策利子補給事業補助金についての第２

弾、第３弾ということで、非常に経済対策

についてはタイムリーなことだと私は賛成

する立場でございます。 

そこで、私も町内の飲食店の方に聞きま

した。２月においては、前年対比１７.７％

減少、３月においては、４５.５％減少、４

月においても途中経過でありますけれど

も、６０％から７０％減少しているという

中で、今回の経済対策については、有意義

な対策であると思います。 

そういった中で何点か確認したいと思い

ます。 

１点目は、今回の営業継続支援金につい

てでありますが、現在、町内の飲食店及び

小売店等の売上げ検証をどのように把握さ

れ、営業継続支援金の提案に至ったのか御
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説明をお願いしたいと思います。 

２点目であります。 

先ほど、ほかの議員からもありましたけ

れども、町内の飲食店、宿泊施設のほか、

町内においては、製造業、交通業、卸小売

業等は対象にはならないのか。 

というのは、やはり美幌町内において

も、管内の状況調査によっても、飲食店が

４５.１％売上げが減少している。そのほか

の小売業についても、３７％も落ちている

ということがあるので、これについては対

象にはならないのか。これが２点目であり

ます。 

それから３点目であります。 

一律３０万円ではなく、店舗の状況、あ

るいは、法人、個人の区分に応じて支給、

あるいは、売上げ減少の幅に応じて区分に

より支給などを検討されたのかどうか、こ

れが３点目であります。 

それから４点目であります。 

提案にあたり、当然商工会議所、食堂組

合とも連携されていると思いますけれど

も、具体的な要望はあったのかどうかお伺

いしたいと思います。 

５点目であります。 

この経済対策に係る今回の補正財源は具

体的にどうなのかお聞きしたいと思いま

す。 

最後になりますけれど、６点目でありま

す。 

これは皆さんからありました。大江議員

からもありましたけれども、緊急事態宣言

は５月６日までとなっていますが、国の感

染の状況から期間を延長する状況にあるか

と思います。 

終わらなかった場合については、次の経

済対策はあるのかどうかお聞かせいただき

たいと思います。 

以上、６点よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） まず１点目の売上

げの把握をどのようにということでありま

すけれども、私も何店か聞いた中で、ピン

ポイントでお聞きして、結果的には会議所

が２２日からピンポイントでやっていただ

いた資料を分析して最終的な判断をしたと

ころであります。 

今回の対象ということで２番目になりま

すけれども、今回は対象にはしていないと

いうことであります。 

それと、定額ということで、規模により

どうしようかということもいろいろ考えま

した。 

でも、規模によって制度設計をするには

時間がかかるだろうという判断の中で、一

律ということでの判断であります。 

それから、会議所からの要望があったか

ということで、４点目でございますけれど

も、要望はありました。 

それから財源については、今回はいただ

いた２件の寄附のお金プラス、財政調整基

金から支出をしているところであります。 

それから、６番目の期間延長です。 

刻々と変わってきております。ですか

ら、この状態がどう考えても収束は難しい

と考えたときに、これは繰り返しになりま

すけれども、今後の対応というのは状況を

判断した中でどんどん考えて、皆さんに示

していかなければならないというふうに思

っています。 

状況は、余りいい状況ではないという認

識、それから先ほどから言っておりますけ

れど、長期化するということに対しては、

しっかり対応していきたいと思っていま

す。 

以上であります。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 議案書の１５３ペ

ージ、特別定額給付金について１点お伺い

したいと思います。 

総務部長の説明では、５人のプロジェク

トチームをつくって業務をするということ

でしたけれども、住民基本台帳を基本にす
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れば、多分、送付して、口座を把握して、

振り込むという簡単な、簡単と言ったら失

礼ですけれども、そういう業務だと思いま

すが、このシステム作製業務委託料、これ

は必要性がよくわからないのと、この内容

がどうなっているのかがわかりません。 

この内容と委託先について説明いただけ

るでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 防災危機管理主

幹。 

○防災危機管理主幹（河端 勲君） ただ

いまの御質問ですけれども、基本的に住民

基本台帳をベースにして対象者を抽出する

ということでございます。 

議員おっしゃるとおり、抽出した方とそ

の振込先口座等を単純に突合すればという

御指摘ですけれども、各個人と、各振込口

座等のひもづけ等に若干のシステム化が必

要になるものですから、今回このような経

費を計上させていただいたところです。 

以上です。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） すみません。 

内容がよく理解できなかったのですが、

銀行口座と連携させるためのシステムなの

か、できればもう少しわかりやすく説明し

ていただきたいのと、どこに委託して、ど

ういうシステムをつくろうとしているの

か、要は、パソコンのプログラムか何かな

のか、何か別な機械を借りるのか、それも

全然イメージが湧きませんので、もしわか

れば教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 防災危機管理主

幹。 

○防災危機管理主幹（河端 勲君） 大変

申し訳ございません。 

単純に住民基本台帳の人間と口座を結び

つけるということだけではなくて、世帯構

成も申請書中に織り込まなければならない

という部分もございます。その印字して送

付するという総務省からの流れもございま

すので、その辺の仕組みなどの構築が必要

になってきます。 

この給付金に関するシステムについて

は、既存のシステムとは別に、データは基

幹システムから抽出をするのですけれど

も、別なローカルエリアネットワークを結

びまして、その中で作業を進めるよう考え

ているところでございます。 

あと、委託先についてですけれども、パ

ッケージの販売業者、そのシステムの内容

が今のところ複数業者から示される予定で

ありますので、その中から選択して、内容

と価格を精査した上で、決めていきたいと

考えております。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 最後にお聞かせく

ださい。 

このシステムについては、どこの市町村

も使っているのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 防災危機管理主

幹。 

○防災危機管理主幹（河端 勲君） この

システムについては、正直まちまちだと思

います。 

人口規模の少ないところですと、システ

ムを使わないで手作業でやるところもあろ

うかと思いますし、人口規模の多いところ

であれば、今想定しているシステムでは賄

い切れない、しっかりしたシステムでなけ

ればだめだというところもあろうかと思い

ます。 

なので、一律に同一システムということ

にはならないと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） それでは、私

は、１５３ページの特別定額給付金給付事

業と、１５５ページの商工業振興推進事業

のところで関連して聞きたいと思います。 

 先ほど総務部長から、総務部を中心に５
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名で、事務室はしゃきっとプラザで行うと

いうことでしたけれども、ゴールデンウィ

ーク中の作業とか、休み期間中に職員が準

備に当たるようなことがあるのかというこ

とと、今回、直接的な給付のための事業費

ということで、国が１００％出しています

けれども、当然、これから時間外とかそう

いったことを職員がすることが出てくると

思いますが、これらに対して、現状では総

務省は費用について、例えば実績が出て給

付されるという考え方があるのかどうか、

その辺のところをまずお聞かせいただきた

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいまの御

質問でございます。 

ゴールデンウィーク期間中の事務対応で

ございますが、今現在のスケジュールで御

答弁申し上げますが、今日、４月２７日が

基準日になりますので、速やかにあす以降

リスト化をいたしまして、発送の準備を行

います。 

発送できるのが今週末、５月１日、ある

いは、連休明け５月７日になるかと今考え

てございます。 

したがいまして、連休期間中は発送する

前後ですので、まだ受付行為が出てきませ

んので、職員の事務的な対応は出てこない

かと思っております。 

逆を言えば、発送した後はその時々に申

請がございますので、そこで日々処理をし

ていくということになりますので、議員御

指摘のとおり、場合によっては時間外勤務

をしなければならないという事態も想定し

ております。 

その際につきましては、当然ながら全額

国費で時間外手当相当も補助対象になると

いうことでございますので、事務の進み具

合によっては、時間外勤務も含めて適切に

対応してまいりたいと考えてございます。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 事務の対応につ

いては承知いたしました。 

次に、商工業振興対策の部分で、先ほど

多くの議員の質問に町長は答えております

けれども、今回は国が一律国民へ給付する

ということで、全国民対象ということで、

町はいわゆる飲食業とか、宿泊業を営んで

いる方に対する、町の判断で支援をしてい

くという考え方ですけれども、私は経済建

設常任委員会のときも質問いたしましたけ

れども、企業の中で雇用調整金とか、ある

いは、休校によりまして休業補償をするよ

うなケースというのは国も支援策を考えて

おりますけれども、問題は、全体に影響を

及ぼしている中で、まず今は各業種に対し

て、町も５０１社調査をして、いろんな状

況を把握して、今後の対策を考えていきた

いということでしたけれども、業を営んで

いる方だけではなくて、今私が申し上げ

た、個人でどこかで働いていて、実際には

こういう国の制度の給付が受けられるの

に、何らかの事情で受けられないという個

人の方も出てくると思うのです。 

そういった面で、そういったものの対象

にならなくて、生活が困窮していく人の把

握とか、今後の対応について、町としてど

のように考えているのか、現状での考え方

があればお聞かせいただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 業を営んでい

る方でなく、そこで雇用されている方に対

する支援、実態把握ということかと思いま

す。 

この件につきましては、先週もハローワ

ークと情報交換をさせていただいておりま

すので、まずは、ハローワークとの情報交

換を密にして、実態把握を継続して行って

いきたいと思っております。 

先週の段階では、書類としてではなく

て、全くの情報交流、情報交換の間であり

ますけれども、３月段階では、サービス業
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や、給食関係のアルバイトは減少しており

ますが、他の業種では余り変化はないとい

うことでお聞きしております。 

ハローワークの北見管内におきまして

は、やはり飲食業は若干減っているとお聞

きしております。 

そういった中で、最終的にはどういうこ

とができるのかというのは、今お答えはで

きませんけれども、離職といいますか、求

職者の状況等、ハローワークと連携を密に

とって、情報交流、情報交換してまいりた

いと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 今回、５０１社

に調査をするという中で、当然事業者です

から、事業主としてそこで雇っている労働

者の状況なども含めて、業としての問題ば

かりではなくて、そこで働いている従業員

の方の支援がこういうことでなかなかでき

ないとか、そういう実態把握まで今回の５

０１社の調査の中に含まれているのかどう

か、その辺の内容についてわかればお知ら

せください。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（石澤 憲君） 今回、５０１

社につきましては、４月２４日、金曜日に

発送いたしまして、５月７日、木曜日集約

ということで考えております。 

間に連休が入るものですから、多くの調

査項目を考えることはなかなかできません

ので、従業員数の把握をさせていただくこ

とと、現在、新型コロナの影響を受けてい

るのか、今後は受ける可能性があるのか、

それから、３月、４月、この２カ月分の売

上げ減収は前年同月と比較してどうだった

のかというところをメーンに聞いていこう

と思っております。 

また、最後には、政府、自治体に対する

支援策、どのようなことを望むか、あるい

は現状どのようなことで困っているのかと

いう御意見をもらうということで、期間を

短く、回収率を多くしたいという思いがあ

りまして、７問の質問で構成した調査票を

送付しております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 本当に短期間で

ということで状況はわかりました。 

いずれにしても、その回答で今後どうい

う影響を受けるのかということの中に、雇

っている従業員の生活の困窮状況とか、そ

のようなことがあれば、それらをきちんと

町もまとめた上で、事業に対する制度上い

ろんな支援策というのは国も用意しており

ますけれども、そこに企業の判断でなかな

かできないというケースも出てこようかと

思いますので、そういったところをしっか

り対応しながら、町は町で社会福祉協議会

に緊急小口資金の相談窓口を設けたり、今

もやっていますから、いずれにしても、本

当に困って、この先どうしようということ

で先行きを非常に心配される町民の方もい

らっしゃいますので、できるだけいろんな

きめ細かな対応の中で、町民の不安の解消

に努めていただきたいと思います。 

終わります。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） ただいまの件で

ございますけれども、国の制度というの

は、企業対象の休業補償が多い形でござい

ますので、なかなか雇用した上で企業がそ

れをもらってというのは難しい部分がござ

います。 

個人の部分につきましては、生活福祉貸

付資金とかがありますので、そういう部分

できめ細かな、実際借り入れして離職した

人もいらっしゃると思いますし、給与等が

減額されている方もいらっしゃいますの

で、さまざまな声、企業のアンケート調査

を含めまして、把握した上でどのような対

応ができるかという部分で、町は、その部
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分に対して困っている方に支援をしていき

たいと考えておりますので、御理解いただ

きたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第２７号令和２年度美幌

町一般会計補正予算（第２号）についてを

採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１４ 議案第２８号 

○議長（大原 昇君） 日程第１４ 議案

第２８号令和２年度美幌町国民健康保険特

別会計補正予算（第１号）についてを議題

とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

民生部長。 

○民生部長（那須清二君） 議案の１５７

ページをお開き願います。 

議案第２８号令和２年度美幌町国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）について

御説明申し上げます。 

今回の補正につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症に感染または感染が疑われ

る場合で、仕事を欠勤することを余儀なく

され、給与等の全部または一部を受け取る

ことができなくなったときに支給する傷病

手当金を新設のため、補正を行おうとする

ものであります。 

令和２年度美幌町の国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ２００万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２６億１,５６

４万７,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、１６

６、１６７ページをお開き願います。 

３、歳出。 

２款保険給付費は、国が示す積算基準に

より算定を行った必要額として、６項傷病

手当金を２００万円増額するものでありま

す。 

次に、歳入について御説明いたしますの

で、１６４、１６５ページをお開き願いま

す。 

２、歳入。 

２款道支出金、１項道負担金につきまし

ては、傷病手当金の新設に伴い保険給付費

等特別交付金を２００万円増額するもので

ございます。 

以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第２８号令和２年度美幌

町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１５ 議案第２９号 

○議長（大原 昇君） 日程第１５ 議案

第２９号令和２年度美幌町介護保険特別会
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計補正予算（第１号）についてを議題とし

ます。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

民生部長。 

○民生部長（那須清二君） 議案の１６９

ページをお開き願います。 

議案第２９号令和２年度美幌町介護保険

特別会計補正予算（第１号）について御説

明申し上げます。 

今回の補正につきましては、介護保険法

施行令の改正による、消費税率引き上げに

伴う低所得者の保険料軽減強化及び電算プ

ログラム改修に伴う補正を行おうとするも

のであります。 

令和２年度美幌町の介護保険特別会計補

正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ７８万７,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億

６,２５０万８,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、１７

８、１７９ページをお開き願います。 

３、歳出。 

１款総務費、１項総務管理費につきまし

ては、所得情報連携対応プログラム改修費

用として、７８万７,０００円の増額を行う

ものでございます。 

２款保険給付費につきましては財源調整

でございます。 

次に、歳入について御説明いたしますの

で、１７６、１７７ページをお開き願いま

す。 

２、歳入。 

１款保険料、１項、１目第１号被保険者

介護保険料、２,４２１万１,０００円の減

につきましては、介護保険法改正により、

介護保険料の低所得者に対する軽減対象範

囲の拡大に伴い減額となるものでありま

す。 

その下、３款国庫支出金、２項国庫補助

金につきましては、所得情報連携対応プロ

グラム改修に伴う補助金の増額でございま

す。 

その下、７款繰入金、３目低所得者保険

料軽減繰入金は、介護保険法改正による低

所得者に対する軽減対象範囲の拡大に伴い

２,４２１万１,０００円、４目その他一般

会計繰入金は、所得情報連携対応プログラ

ム改修に伴い２６万３,０００円をそれぞれ

増額するものであります。 

以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第２９号令和２年度美幌

町介護保険特別会計補正予算（第１号）に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

──────────────────── 

◎閉会宣告 

○議長（大原 昇君） 以上で、本臨時会

に付議されました案件は全部終了しまし

た。 

会議を閉じます。 

これで、令和２年第３回美幌町議会臨時

会を閉会します。 

お疲れさまでした。 

 

午後 ３時１０分 閉会   
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